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緒
　
言

筆
者
は
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
）「
民
間
の
視
座

を
導
入
し
た
中
国
通
俗
文
芸
受
容
史
の
構
築
―
明
治
以
後
の
民
間
翻
訳
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
―
」
の
一
環
と
し
て
、
戦
前
期
の
支
那
愛
好
者
・
井い
の

上う
え

紅こ
う

梅ば
い

の
事
跡

に
つ
い
て
収
集
整
理
を
進
め
て
い
る
【
一
】。

支
那
愛
好
者
の
中
で
も
筆
者
が
特
に
井
上
紅
梅
の
事
跡
に
注
目
す
る
の
は
、

相
応
の
根
拠
が
あ
る
。
そ
れ
は
①
紅
梅
は
『
今
古
奇
観
』『
京
本
通
俗
小
説
』『
金

瓶
梅
』『
紅
楼
夢
』『
儒
林
外
史
』
の
翻
訳
活
動
等
、
他
の
支
那
愛
好
者
に
比
べ

て
極
め
て
旺
盛
な
文
化
受
容
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
②
更
に
当
時
の
日
本

で
は
ま
だ
馴
染
み
の
薄
い
存
在
で
あ
っ
た
中
国
新
文
化
運
動
に
も
注
目
し
、
日

本
最
初
の
『
魯
迅
全
集
』
を
刊
行
し
た
こ
と
、
と
い
う
二
点
に
於
い
て
、
近
代

日
本
に
お
け
る
中
国
の
文
化
受
容
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
た

か
ら
で
あ
る
。

筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
寺
田
寅
彦
の
日
記
や
著
作
に
記
録
さ
れ
た
紅
梅
の
記

録
【
二
】
や
、
紅
梅
主
宰
の
支
那
風
俗
研
究
会
機
関
誌
『
支
那
風
俗
』
に
つ
い
て

の
基
礎
研
究
【
三
】、
そ
し
て
『
京
浜
実
業
家
名
鑑
』、
及
び
『
諸
官
省
用
達
商
人

名
鑑
』
に
記
載
さ
れ
た
紅
梅
の
養
家
で
あ
る
「
井
上
商
店
」
に
関
す
る
検
討
【
四
】

を
試
み
た
が
、
小
論
で
は
こ
れ
ら
の
成
果
を
踏
ま
え
、
新
た
に
当
時
の
日
刊
紙

に
記
載
さ
れ
た
井
上
商
店
の
記
事
・
広
告
と
、
紅
梅
の
随
筆
と
を
収
集
し
、「
江

戸
以
来
の
御
用
商
人
・
井
上
商
店
の
跡
継
ぎ
で
あ
っ
た
井
上
紅
梅
が
、
な
ぜ
井

上
商
店
を
追
わ
れ
、
上
海
に
渡
航
し
、
支
那
風
俗
研
究
を
開
始
し
た
の
か
」
と

い
う
紅
梅
の
事
跡
研
究
の
中
で
も
最
も
大
き
な
問
題
に
つ
い
て
考
察
を
取
り
組

み
、
先
行
研
究
の
不
備
を
補
完
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一
　
小
論
の
目
的
と
ね
ら
い

小
論
で
は
、
井
上
紅
梅
の
研
究
で
初
め
て
日
刊
紙
（
新
聞
）
を
援
用
す
る
。

そ
の
た
め
、
紅
梅
の
研
究
の
た
め
に
日
刊
紙
に
着
眼
し
た
経
緯
に
つ
い
て
若
干

言
及
し
て
お
き
た
い
。

井
上
紅
梅
の
著
作
は
、
当
時
の
文
学
作
品
や
随
筆
に
登
場
す
る
こ
と
が
少
な

く
な
い
。

既
に
前
稿
で
芥
川
龍
之
介
が
紅
梅
の
著
作
『
支
那
風
俗
』
を
紹
介
し
、
佐
藤

春
夫
も
「
現
代
支
那
の
庶
民
の
生
活
を
窺
ふ
に
は
こ
の
上
な
し
の
一
篇
」【
五
】
と

し
て
紅
梅
の
『
紅
い
土
と
緑あ
お

い
雀
』
を
賞
賛
し
た
こ
と
は
述
べ
た
が
、
そ
の
後

の
調
査
で
も
大
正
時
代
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
あ
る
『
地
上
』
の
著
者
・
島
田
清

井
上
安
兵
衛
死
去
前
後
に
お
け
る
「
井
上
紅
梅
」
と
「
井
上
商
店
」
に
つ
い
て

―
―
井
上
紅
梅
に
関
す
る
事
跡
研
究
の
一
環
と
し
て
―
―

勝　

山　
　
　

稔
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井
上
安
兵
衛
死
去
前
後
に
お
け
る
「
井
上
紅
梅
」
と
「
井
上
商
店
」
に
つ
い
て

次
郎
が
残
し
た
草
稿
に
も
井
上
紅
梅
へ
の
言
及
【
六
】
が
確
認
さ
れ
、ま
た
小
説
家
・

村
松
梢
風
の
随
筆
に
も
「
恰
度
今
東
光
君
が
井
上
紅
梅
あ
た
り
の
筋
書
を
読
ん

で
急
に
支
那
文
学
の
大
家
に
な
つ
た
や
う
な
」【
七
】
と
い
う
一
文
で
も
紅
梅
が
言

及
さ
れ
て
い
る
。
引
用
の
さ
れ
方
は
様
々
で
あ
る
が
、
日
本
国
内
に
於
い
て
当

時
の
中
国
風
俗
を
知
る
有
力
な
情
報
源
は
、他
な
ら
ぬ
井
上
紅
梅
の
著
作
で
あ
っ

た
と
い
う
点
で
は
一
致
し
て
い
る
。

晩
年
を
除
け
ば
紅
梅
の
執
筆
活
動
の
大
半
は
、中
国
本
土（
上
海
・
南
京
・
杭
州
・

蘇
州
）
で
行
わ
れ
て
い
る
。
日
本
に
活
動
拠
点
を
持
た
ず
、
も
っ
ぱ
ら
中
国
で

の
執
筆
活
動
を
し
て
い
た
紅
梅
が
、
な
ぜ
こ
れ
だ
け
日
本
国
内
で
著
名
な
存
在

で
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
答
え
は
当
時
の
出
版
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
わ
り
で
導
き
出

す
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
例
え
ば
内
地
の
新

聞
に
お
け
る
井
上
紅
梅
の
著
作
を
紹
介
し
た
記
事
・
広
告
の
リ
ス
ト
を
示
す
と

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

〔１〕井上紅梅著作広告の例
（読売新聞昭和 7年 11月 8日『魯迅全集』）

〔表１〕井上紅梅関係記事・広告一覧

日時 日刊紙名 種類 内容

大正 7年 6月 13日 朝日新聞朝刊 記事 「支那風俗」5月号

大正 10年 4月 23日 読売新聞朝刊 記事 支那風俗巻上（井上紅梅著）

大正 10年 5月 2日 朝日新聞朝刊 記事 支那風俗巻上（井上紅梅著）

大正 10年 7月 6日 朝日新聞朝刊 記事 支那風俗巻中（井上紅梅著）

大正 12年 4月 21日 読売新聞朝刊 記事 金瓶梅と支那の社會状態上卷（井上紅梅著）

大正 12年 5月 4日 朝日新聞朝刊 記事 「金瓶梅上巻」（井上紅梅訳）

大正 13年 7月 1日 読売新聞朝刊 記事 『支那各地風俗叢談』（井上紅梅著）

昭和 7年 11月 23日 読売新聞朝刊 広告 井上紅梅訳『魯迅全集』

昭和 11年 11月 8日 読売新聞朝刊 広告 井上紅梅訳『魯迅全集』品切れの所増刷出来

昭和 12年 2月 12日 朝日新聞朝刊 広告 大魯迅全集（紅梅翻訳分）

昭和 12年 2月 27日 朝日新聞朝刊 広告 大魯迅全集（紅梅翻訳分）

昭和 12年 3月 12日 朝日新聞朝刊 広告 大魯迅全集（紅梅翻訳分）

昭和 16年 3月 30日 朝日新聞朝刊 広告 井上紅梅著「西門慶」

昭和 16年 6月 4日 読売新聞朝刊 広告 井上紅梅著「西門慶」大好評忽重版
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こ
の
よ
う
に
管
見
の
限
り
で
は
一
四
件
が
確
認
で
き
、
前
半
は
彼
の
支
那
風

俗
研
究
、
後
半
は
魯
迅
作
品
の
翻
訳
が
紹
介
さ
れ
る
傾
向
が
見
え
る
。
な
お
紅

梅
の
最
大
の
訳
業
で
あ
る
白
話
小
説
の
翻
訳
に
つ
い
て
は
殆
ど
記
事
と
し
て
掲

載
さ
れ
て
お
ら
ず
、『
金
瓶
梅
』
の
翻
訳
の
み
屡
々
広
告
に
見
ら
れ
る
所
か
ら
、

こ
の
種
の
記
事
や
広
告
は
、
あ
る
程
度
社
会
的
な
購
買
需
要
が
期
待
さ
れ
る
と

判
断
し
た
書
籍
に
つ
い
て
の
み
行
わ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
も
の
と
判
断
で
き
る
。

そ
し
て
第
二
に
は
、
紅
梅
自
身
で
は
な
く
、
紅
梅
の
実
家
「
井
上
商
店
」
に

つ
い
て
も
日
刊
紙
で
紹
介
さ
れ
、
そ
の
記
事
や
広
告
は
少
な
く
と
も
一
六
件
確

認
出
来
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
井
上
商
店
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
が
存
在
せ

ず
、
初
め
て
井
上
商
店
に
つ
い
て
発
表
し
た
拙
稿
【
八
】
で
も
、
井
上
商
店
に
寄

宿
し
て
い
た
寺
田
寅
彦
に
よ
る
断
片
的
な
日
記
と
、『
京
浜
実
業
家
名
鑑
』（
明

治
四
〇
年
）、『
諸
官
省
用
達
商
人
名
鑑
』（
明
治
四
四
年
）
所
載
の
「
井
上
商
店
」

が
、
ほ
ぼ
唯
一
の
検
討
の
手
が
か
り
と
な
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

な
お
前
稿
で
も
言
及
し
た
通
り
、
紅
梅
自
身
も
日
刊
紙
の
新
聞
記
者
で
あ
っ

た
。
例
え
ば
①
上
海
日
日
新
聞
社
（
大
正
四
〜
七
年
）
②
上
海
経
済
日
報
社
（
大

正
八
〜
九
年
）
③
日
刊
支
那
事
情
社
（
大
正
一
五
年
〜
昭
和
二
年
）
に
新
聞
記

者
と
し
て
の
勤
務
経
験
が
あ
り
、
多
く
の
記
事
を
執
筆
し
て
い
る
。
そ
の
た
め

彼
の
活
動
を
知
る
重
要
な
手
が
か
り
と
し
て
日
刊
紙
は
不
可
欠
な
も
の
で
は
な

い
か
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

紅
梅
の
日
刊
紙
に
関
す
る
記
事
に
は
大
き
く
二
種
類
が
あ
る
。
第
一
に
は
、

紅
梅
が
日
刊
紙
上
に
発
表
し
た
記
事
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
日
刊
支
那
事
情
』
を

中
心
に
二
百
件
余
り
の
記
事
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
日
刊
紙

連
載
の
時
期
に
、
彼
は
従
来
の
支
那
風
俗
研
究
か
ら
中
国
新
文
芸
に
開
眼
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
紅
梅
研
究
に
は
極
め
て
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
が
、
発

見
さ
れ
た
記
事
件
数
が
膨
大
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
発

〔表２〕井上商店日刊紙掲載記事・広告一覧

日時 日刊紙名 種類 内容

明治 41年 7月 10日 読売新聞朝刊 記事 翁ちゞみ夏シャツ紹介

明治 41年 7月 16日 朝日新聞朝刊 記事 翁縮夏シャツ

明治 42年 5月 25日 朝日新聞朝刊 広告 おきなちゞみ夏シャツ大売出し

明治 42年 5月 26日 朝日新聞朝刊 記事 翁縮夏シヤツ売り出し

明治 42年 5月 28日 読売新聞朝刊 記事 翁ちぢみ夏シヤツの福引き売出し

明治 42年 5月 30日 朝日新聞朝刊 広告 おきなちゞみ夏シャツ大売出し

明治 42年 5月 31日 読売新聞朝刊 広告 おきなちぢみ　夏シャツ大売出し

明治 42年 7月 8日 朝日新聞朝刊 広告 翁縮シヤツ

明治 42年 7月 31日 朝日新聞朝刊 広告 翁縮シヤツ景品当籤番号披露

明治 44年 8月 26日 朝日新聞朝刊 広告 井上安兵衛死去

明治 44年 8月 28日 朝日新聞朝刊 広告 井上安兵衛葬儀終了

明治 44年 9月 9日 朝日新聞朝刊 広告 （旧名宮田）井上安兵衛襲名

明治 45年 8月 23日 朝日新聞朝刊 広告 奉弔用黒幕特価販売

大正 2年 8月 20日 朝日新聞朝刊 広告 衣類消毒用ふろしき　ステリー布

大正 2年 9月 3日 朝日新聞朝刊 広告 ステリー布

大正 3年 5月 16日 朝日新聞朝刊 記事 殺菌ステリー布井上商店より賣出

大正 3年 7月 1日 読売新聞朝刊 広告 翁ちぢみシヤツ腰まき
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井
上
安
兵
衛
死
去
前
後
に
お
け
る
「
井
上
紅
梅
」
と
「
井
上
商
店
」
に
つ
い
て

表
す
る
。

以
下
小
論
で
は
、井
上
商
店
の
大
黒
柱
・
井
上
安
兵
衛
の
死
去
前
後
の
時
期（
具

体
的
に
は
紅
梅
の
「
廃
嫡
」
か
ら
、
宮
田
芳
三
死
去
ま
で
）
を
対
象
と
し
、
日

刊
紙
に
掲
載
さ
れ
た
「
井
上
商
店
」
の
記
事
・
広
告
、
そ
し
て
先
行
研
究
で
今

ま
で
扱
わ
れ
な
か
っ
た
資
料
も
補
い
、
先
行
研
究
及
び
卑
見
の
修
正
加
筆
を
行

う
こ
と
と
し
た
い
【
九
】。

二
　
井
上
安
兵
衛
死
去
前
の
紅
梅
と
「
井
上
商
店
」
に
つ
い
て

紅
梅
が
後
に
支
那
風
俗
に
開
眼
す
る
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
彼
の
上
海
渡
航

と
上
海
日
日
新
聞
社
へ
の
入
社
で
あ
る
【
十
】。
し
か
し
、
そ
の
上
海
渡
航
の
発
端

と
な
っ
た
原
因
に
つ
い
て
は
、関
係
史
料
が
乏
し
く
、正
直
殆
ど
判
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、紅
梅
が
白
話
小
説
翻
訳
を
ラ
イ
フ
・
ワ
ー
ク
と
す
る
以
前
に
お
い
て
、

史
料
的
空
白
の
最
も
大
き
な
も
の
が
、
井
上
商
店
の
跡
継
ぎ
で
あ
っ
た
紅
梅
が
、

井
上
商
店
か
ら
追
放
さ
れ
る
と
い
う
経
緯
の
問
題
で
あ
っ
た
。

ま
ず
前
稿
ま
で
に
判
明
し
た
内
容
を
確
認
す
る
た
め
、
遠
山
景
澄
編
『
京
浜

実
業
家
名
鑑
』（
京
浜
実
業
新
報
社
、
一
九
〇
七
年
）
及
び
山
口
晋
一
編
『
諸
官

省
用
達
商
人
名
鑑
（
第
一
回
後
編
）』（
運
輸
日
報
社
、
一
九
一
一
年
）
に
み
え

る
「
井
上
商
店
」
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。

『
京
浜
実
業
家
名
鑑
』
に
よ
る
明
治
四
〇
年
一
二
月
二
〇
日
時
点
の
「
井
上
商

店
」
の
記
録
【
十
一
】
で
は
、（
イ
）
井
上
商
店
は
幕
末
に
お
け
る
洋
物
商
の
先
駆

的
存
在
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。（
ロ
）
店
主
井
上
安
兵
衛
は
弘
化
二
年
の
出
生

（
幼
名
安
次
郎
）、
出
生
時
の
井
上
商
店
は
古
着
商
を
経
営
し
て
い
た
。
父
親
の

死
去
と
と
も
に
古
着
商
か
ら
洋
服
・
洋
物
商
へ
と
転
身
、
明
治
五
年
か
ら
陸
軍

省
の
御
用
達
（
洋
服
織
物
類
）
と
な
っ
た
。（
ハ
）
明
治
四
〇
年
時
点
で
の
井
上

商
店
の
所
在
地
は
、
東
京
市
京
橋
区
尾
張
町
新
地
八
番
地
で
あ
る
こ
と
。（
ニ
）

井
上
商
店
は
陸
軍
衛
生
部
の
求
め
に
応
じ
て
、
本
業
で
あ
る
洋
服
織
物
の
販
売

か
ら
医
療
機
械
に
事
業
を
拡
大
、
数
年
の
試
行
錯
誤
を
経
て
包
帯
の
織
り
方
に

新
機
軸
を
打
ち
出
し
た
と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

次
に『
諸
官
省
用
達
商
人
名
鑑
』に
よ
る
明
治
四
四
年
二
月
二
〇
日
時
点
の「
井

上
商
店
」
の
記
録
【
十
二
】
で
は
、（
ホ
）『
京
浜
実
業
家
名
鑑
』
で
は
「
和
洋
織
物
商
」

と
認
識
さ
れ
て
い
た
が
、『
諸
官
省
用
達
商
人
名
鑑
』
で
は
「
和
洋
織
物
及
醫
療

機
器
商
」
と
「
醫
療
機
器
」
が
追
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
。（
ヘ
）
軍
需
品
取
扱
い

は
明
治
一
〇
年
の
西
南
戦
争
か
ら
開
始
し
、
日
清
戦
争
時
か
ら
軍
需
品
の
供
給

が
井
上
商
店
の
中
心
的
な
業
務
に
な
っ
た
。（
ト
）
日
露
戦
争
時
に
は
更
に
事
業

を
拡
大
、
繃
帯
材
料
製
造
工
場
と
医
療
器
械
製
造
工
場
を
創
設
、
医
療
品
の
製

造
に
も
事
業
を
拡
大
し
た
。
特
に
井
上
商
店
が
開
発
し
た
縮
織
繃
帯
は
陸
軍
薬

局
方
の
規
定
品
に
認
定
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

そ
し
て
、
こ
の
井
上
商
店
と
紅
梅
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
。

前
稿
ま
で
に
明
ら
か
に
な
っ
た
概
略
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（
チ
）
井
上
紅
梅
は
、
東
京
都
新
宿
区
新
小
川
町
に
あ
る
貿
易
商
の
家
の
次

男
と
し
て
出
生
。
し
か
し
実
父
は
三
八
歳
で
急
死
、
一
家
離
散
に
陥
い
る
。
紅

梅
は
一
旦
牛
込
馬
場
下
町
の
祖
母
宅
に
引
き
取
ら
れ
る
が
、
紅
梅
の
行
く
末
を

案
じ
た
祖
母
が
隣
人
の
紹
介
で
、
養
子
を
探
し
て
い
た
陸
軍
省
の
御
用
商
家
と

縁
組
み
が
纏
ま
り
、
明
治
二
〇
年
四
月
七
日
、
七
歳
で
銀
座
尾
張
町
の
貿
易
商

で
あ
る
井
上
商
店
の
主
人
・
井
上
安
兵
衛
の
養
子
と
し
て
井
上
家
に
迎
え
ら
れ

た
【
十
三
】。（
リ
）
そ
の
後
紅
梅
は
、
商
家
の
跡
取
り
と
し
て
教
育
を
受
け
、
明
治

二
七
年
春
に
商
業
見
習
い
と
し
て
紅
梅
は
某
商
家
の
奉
公
に
行
き
、
明
治
二
九

年
秋
に
は
商
業
学
校
に
入
学
す
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
病
臥
の
た
め
中
途
で
終
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わ
る
【
十
四
】。
以
後
は
文
学
雑
誌
へ
の
投
稿
に
没
頭
【
十
五
】
し
て
い
る
。（
ヌ
）
し

か
し
文
学
に
の
み
没
入
す
る
紅
梅
に
、井
上
安
兵
衛
は
商
家
不
的
確
と
し
て
「
廃

嫡
」と
し
、（
専
売
特
許
の
）縮
織
繃
帯
考
案
に
功
績
の
あ
っ
た
井
上
商
店
の
店
員
・

宮
田
芳
三
と
改
め
て
養
子
縁
組
を
行
い
、
宮
田
芳
三
が
井
上
安
兵
衛
を
襲
名
す

る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
「
廃
嫡
」
と
な
っ
た
紅
梅
は
、
上
海
に
渡
航
、
新
聞

記
者
を
経
て
支
那
風
俗
会
を
設
立
し
た
。

以
上
が
、
井
上
商
店
及
び
井
上
紅
梅
に
関
し
て
、
現
時
点
で
判
明
し
て
い
る

事
実
で
あ
る
。
詳
細
は
一
連
の
前
稿
に
ゆ
ず
る
が
、
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
の
み
が
把

握
で
き
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
跡
の
解
明
に
は
程
遠
い
の
が
現
状
で
あ
っ
た
。

三
　
紅
梅
の
転
出
か
ら
安
兵
衛
死
去
ま
で
に
お
け
る

　
　
井
上
商
店
の
動
向

こ
こ
で
は
、
井
上
紅
梅
が
井
上
商
店
の
転
出
（
明
治
三
八
年
）
か
ら
、
井
上

安
兵
衛
死
去
（
明
治
四
三
年
）
ま
で
の
紅
梅
と
井
上
商
店
の
動
向
を
検
証
す
る
。

紅
梅
の
事
跡
に
お
い
て
明
治
三
八
年
は
「
廃
嫡
」
の
年
と
し
て
先
行
研
究
で

は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
ま
ず
そ
の
検
証
か
ら
行
う
。

先
行
研
究
で
あ
る
三
石
善
吉
「
井
上
紅
梅

―
上
海
の
変
化
と
と
も
に
」
に

よ
る
と
、「
寅
彦
に
よ
れ
ば
明
治
三
八
年
一
月
、
紅
梅
は
す
で
に
湯
島
天
神
町
に

仮
住
ま
い
を
し
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
そ
の
前
後
の
時
期
に
は
商
売
に
適
せ
ず

と
の
理
由
で
『
廃
嫡
』
に
な
り
、
独
自
の
文
学
の
道
へ
進
み
始
め
て
い
た
と
思

わ
れ
る
」【
十
六
】
と
あ
る
。
寅
彦
の
日
記
に
は
明
治
三
八
年
一
月
六
日
に
湯
島
天

神
町
に
紅
梅
が
転
居
し
て
い
る
記
載
が
あ
る
が
、寅
彦
の
日
記
に
は
紅
梅
の
「
廃

嫡
」
の
記
録
は
な
い
。「
廃
嫡
（
廃
除
）」
は
明
治
三
一
年
六
月
二
一
日
に
交
付

さ
れ
た
民
法
旧
規
定
で
、
推
定
家
督
相
続
人
の
家
督
相
続
権
を
失
わ
せ
る
こ
と

を
意
味
【
十
七
】
す
る
。

紅
梅
が
「
廃
嫡
」
と
な
っ
た
明
確
な
日
時
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
井
上
商

店
の
店
員
で
あ
る
宮
田
芳
三
と
養
子
縁
組
み
を
行
い
、
井
上
安
兵
衛
の
嗣
子
と

な
っ
た
こ
と
は
、
後
述
す
る
日
刊
紙
【
十
八
】
か
ら
も
確
認
出
来
る
。
ま
た
紅
梅
が

井
上
商
店
を
去
り
、
湯
島
天
神
町
に
転
居
し
た
こ
と
は
明
治
三
八
年
一
月
六
日

の
寺
田
寅
彦
の
日
記
【
十
九
】
か
ら
も
裏
付
け
が
取
れ
る
。
な
お
、
紅
梅
自
身
は
明

治
四
三
年
八
月
の
時
点
で
「
養
父
に
死
な
れ
自
分
の
身
邊
に
一
種
の
お
家
騷
動

が
持
ち
上
が
っ
て
、
店
の
商
權
と
資
産
負
債
一
切
を
無
條
件
で
番
頭
に
讓
渡
」

【
二
十
】
と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
時
点
で
「
廃
嫡
」
の
効
力
が
発
生
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
出
来
る
が
、
そ
れ
が
ど
の
時
点
で
成
立
し
て
い
た
の
か
は
明
確
で
は
な

い
。
そ
の
た
め
判
断
に
迷
う
が
、
井
上
商
店
の
嗣
子
た
る
紅
梅
が
井
上
商
店
を

転
出
し
た
時
点

―
つ
ま
り
明
治
三
七
年
一
月
に
は
紅
梅
の
「
廃
嫡
」
が
成
立

し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
論
で
き
る
。

な
お
、「
廃
嫡
」
と
は
な
っ
た
も
の
の
、
自
ら
の
生
計
維
持
の
た
め
に
井
上
商

店
の
一
部
の
業
務
を
委
託
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
例
え
ば
明
治
三
八
年
九

月
四
日
の
寺
田
寅
彦
の
日
記
に
は
、
湯
島
天
神
町
に
転
居
後
も
、
軍
靴
の
材
料

を
工
廠
へ
納
品
す
る
た
め
の
サ
ン
プ
ル
を
紅
梅
が
持
ち
歩
い
て
い
た
と
い
う
記

録
【
二
十
一
】
が
見
え
る
。
前
述
『
諸
官
省
用
達
商
人
名
鑑
』
の
通
り
軍
需
品
の
供

給
が
井
上
商
店
の
中
心
的
な
業
務
で
あ
る
。
突
然
「
廃
嫡
」
と
な
っ
た
紅
梅
を

路
頭
に
迷
わ
せ
て
は
な
ら
ぬ
と
言
う
養
父
井
上
安
兵
衛
の
計
ら
い
で
あ
っ
た
可

能
性
が
大
き
い
。

こ
の
よ
う
に
「
廃
嫡
」
後
も
井
上
商
店
の
一
部
業
務
を
紅
梅
が
委
託
さ
れ
て

い
る
と
は
い
え
、湯
島
天
神
町
転
出
後
、紅
梅
と
井
上
商
店
と
の
交
流
は
少
な
く
、

紅
梅
自
身
も
井
上
商
店
に
つ
い
て
言
及
は
ほ
と
ん
ど
行
っ
て
い
な
い
。

紅
梅
側
の
記
録
を
見
て
も
、
明
治
三
七
年
一
月
二
九
日
寺
田
寅
彦
が
新
橋
に
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井
上
安
兵
衛
死
去
前
後
に
お
け
る
「
井
上
紅
梅
」
と
「
井
上
商
店
」
に
つ
い
て

帰
着
し
た
際
に
、
紅
梅
と
宮
田
芳
三
が
新
橋
駅
に
出
迎
え
井
上
商
店
で
一
泊
し

た
と
寺
田
日
記
に
記
載
さ
れ
た
の
が
、
紅
梅
と
宮
田
が
行
動
を
共
に
し
て
い
た

こ
と
を
記
す
最
後
の
記
録
【
二
十
二
】
で
あ
る
。

こ
の
時
期
、
紅
梅
も
宮
田
も
数
え
年
で
二
四
歳
か
ら
二
五
歳
で
あ
る
が
、
当

時
井
上
商
店
の
世
代
交
代
は
喫
緊
の
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
先
代
井
上
安
兵

衛
の
高
齢
で
あ
る
。
弘
化
二
年
生
ま
れ
の
井
上
安
兵
衛
は
明
治
三
八
年
の
時
点

で
還
暦
を
迎
え
て
お
り
、
寺
田
寅
彦
も
明
治
三
四
年
の
時
点
で
井
上
安
兵
衛
夫

妻
を
「
老
夫
婦
」
と
表
現
【
二
十
三
】
し
て
い
る
。
ま
た
明
治
三
九
年
に
日
露
戦
争

が
終
結
し
、
軍
需
医
療
器
械
が
主
要
業
務
で
あ
っ
た
井
上
商
店
に
と
っ
て
は
、

経
営
の
転
換
を
迫
ら
れ
る
時
期
に
も
直
面
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

井
上
商
店
の
打
っ
た
手
は
、
ま
ず
店
舗
の
改
装
で
あ
る
。 

明
治
三
八
年
一
〇

月
八
日
寺
田
寅
彦
の
日
記
に
よ
る
と
、
井
上
商
店
は
店
先
を
改
築
工
事
し
て
い

る
と
記
録
さ
れ
て
い
る
【
二
十
四
】。
そ
の
後
寅
彦
は
翌
明
治
三
九
年
一
月
九
日
に
井

上
商
店
訪
問
の
記
録
が
見
え
る
が
【
二
十
五
】、
寅
彦
の
日
記
は
明
治
四
〇
年
分
が
現

存
し
な
い
【
二
十
六
】。
そ
の
た
め
、
そ
の
後
井
上
商
店
が
登
場
す
る
の
は
明
治
四
一

年
二
月
二
日
で
あ
り
、
こ
の
時
に
は
井
上
商
店
は
二
階
を
改
築
し
て
体
裁
を
改

め
た
と
あ
る
【
二
十
七
】。

そ
し
て
二
階
の
増
築
か
ら
間
も
な
い
明
治
四
一
年
七
月
一
〇
日
、
読
売
新
聞

朝
刊
三
面
に
井
上
商
店
の
新
商
品
「
翁
ち
ゞ
み
夏
シ
ャ
ツ
」
の
記
事
が
登
場
す

る
。
そ
れ
に
は
「
翁
ち
ゞ
み
夏
シ
ャ
ツ
は
中
元
其
他
の
贈
答
品
と
し
て
從
來
の

も
の
に
比
し
一
新
機
軸
を
出
し
た
る
者
暑
中
の
見
舞
い
品
な
ど
に
は
好
適
に
品

な
り
と
」
と
あ
り
、
ま
た
同
年
七
月
一
六
日
朝
日
新
聞
朝
刊
七
頁
に
は
「
お
き

な
縮
夏
シ
ヤ
ツ　

翁
縮
夏
シ
ャ
ツ
は
地
質
極
め
て
薄
手
に
て
輕
き
こ
と
麻
若
し

く
は
絹
の
如
く
體
裁
優
美
に
し
て
洗
濯
に
堪
へ
汗
を
防
ぎ
て
和
洋
服
下
兼
用
に

適
す
と
い
ふ
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
な
お
井
上
商
店
の
名
前
は
明
記
さ
れ
て

い
な
い
が
、
こ
の
「
翁
ち
ゞ
み
夏
シ
ャ
ツ
」
は
井
上
商
店
の
専
売
品
【
二
十
八
】
で
、

後
日
井
上
商
店
は
「
翁
ち
ゞ
み
本
舗
」
と
自
称
【
二
十
九
】
す
る
と
所
か
ら
も
明
ら

か
で
あ
り
、
そ
の
後
類
似
品
ま
で
現
れ
た
井
上
商
店
の
目
玉
商
品
で
あ
る
【
三
十
】。

こ
の
「
翁
縮
夏
シ
ャ
ツ
」
は
、
読
売
新
聞
に
は
「
從
來
の
も
の
に
比
し
一
新
機

4

4

4

軸4

を
出
し
た
る
も
の
」
の
通
り
従
来
品
と
の
差
別
化
を
図
っ
て
い
る
。
こ
の
新
機

軸
と
い
う
表
現
は
『
京
浜
実
業
家
名
鑑
』
に
も
見
え
、
そ
れ
に
は
「
始
め
て
其

織
方
に
一
新
機
軸
を
開
き
て
之
れ
を
世
に
公
に
せ
り
」
と
あ
る
井
上
商
店
専
売
特

許
で
あ
る
縮
織
繃
帯
の
製
造
技
術
を
明
治
四
〇
年
一
二
月
の
時
点
で
持
っ
て
い
た

こ
と
、
ま
た
明
治
四
四
年
二
月
ま
で
に
は
井
上
商
店
は
小
石
川
に
繃
帯
材
料
工
場

を
稼
働
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
「
翁
縮
夏
シ
ャ
ツ
」
は
、
恐
ら
く
は
井

上
商
店
専
売
特
許
の
「
縮
織
」
の
技
術
を
応
用
し
た
シ
ャ
ツ
で
は
な
い
か
と
推
論

で
き
る
。
西
南
戦
争
か
ら
日
清
・
日
露
戦
争
ま
で
軍
需
品
の
扱
い
で
急
成
長
を
遂

げ
た
井
上
商
店
で
あ
っ
た
が
、
取
り
扱
い
を
軍
需
か
ら
民
需
へ
の
転
換
を
図
っ
た

方
策
の
一
つ
、
そ
れ
が
「
翁
縮
夏
シ
ャ
ツ
」
と
考
え
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。

そ
し
て
翌
明
治
四
二
年
に
な
る
と
、
井
上
商
店
は
「
翁
縮
夏
シ
ャ
ツ
」
で
全

国
に
売
り
出
し
を
図
る
。
す
な
わ
ち
井
上
商
店
織
物
部
【
三
十
一
】
は
日
本
経
済
通

信
社
と
提
携
し
、
大
々
的
な
「
翁
縮
夏
シ
ャ
ツ
」
の
通
信
販
売
に
乗
り
出
し
、

①
朝
日
新
聞
広
告
（
五
月
二
五
日
）、
②
朝
日
新
聞
記
事
（
五
月
二
六
日
）、
③

読
売
新
聞
記
事
（
五
月
二
八
日
）、
④
朝
日
新
聞
広
告
（
五
月
三
〇
日
）、
⑤
読

売
新
聞
広
告
（
五
月
三
一
日
）
と
連
日
新
聞
に
掲
載
し
「
中
元
暑
中
進
物
好
適
品
」

【
三
十
二
】と
し
て
大
々
的
な
広
告
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
広
告
で
は「
翁
縮
夏
シ
ャ

ツ
は
、
汗
を
撥
き
肌
ざ
は
り
快
く
夏
季
の
肌
着
と
し
て
最
良
品
な
り
」「
色
合
、

仕
立
共
に
高
尚
優
美
に
し
て
苟
く
も
流
行
に
後
れ
ざ
る
心
懸
け
あ
る
紳
士
淑
女

の
必
需
品
な
り
」【
三
十
三
】
と
紹
介
し
、
今
度
は
並
襟
（
洋
服
用
）
あ
づ
ま
襟
（
和



112（7）

東
北
大
学
大
学
院  

国
際
文
化
研
究
科
論
集  

第
二
十
五
号

服
用
）
及
び
淑
女
用

等
の
三
種
類
を
準

備
し
て
い
る
と
い

う
。そ

の
販
売
方
法
は

「
翁
縮
夏
シ
ャ
ツ
」

二
枚
一
組
と
し
て
、

東
京
市
内
販
売
一

円
二
五
銭
、
全
国
郵

送
販
売
一
円
四
〇

銭
で
三
万
組
を
売

り
出
し
、
一
組
購
入

毎
に
一
枚
福
引
券

を
贈
呈
、
後
日
抽

選
の
上
新
聞
紙
上

で
当
選
番
号
を
発

表
し
、
景
品
総
額
は

三
五
〇
〇
円
（
現
在

の
一
〇
七
二
万
円
）

と
い
う
も
の
で
、
現

在
で
言
う
所
の
通

信
販
売
を
軸
に
福

引
き
も
取
り
入
れ
、

一
気
に
全
国
へ
小

売
り
販
売
を
拡
大

し
よ
う
と
い
う
壮
大
な
企
画
で
あ
る
。

な
お
こ
の
売
り
出
し
企
画
の
時
期
の
店
主
は
井
上
安
兵
衛
で
あ
る
が
、
既
に

引
退
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。「
翁
縮
夏
シ
ャ
ツ
」
の
特
売
期
間
（
五
月
二
八

日
〜
六
月
二
八
日
）
で
あ
る
明
治
四
四
年
六
月
二
三
日
に
、
寺
田
寅
彦
か
ら
父

の
寺
田
利
正
に
宛
て
た
葉
書
に
も
「
二
二
日
早
朝
横
濱
入
港
致
候
、
…
…
井
上

よ
り
芳
藏
參
り
く
れ
候
。
…
…
横
濱
に
て
休
息
午
後
入
京
例
に
よ
り
井
上
に
立

ち
寄
り
世
話
に
な
り
夜
本
郷
六
丁
目
上
村
旅
館
に
投
宿
致
候
。
井
上
安
兵
衞
は

病
氣
に
て
入
院
中
に
御
坐
候
」【
三
十
四
】
と
あ
り
、
安
兵
衛
は
入
院
中
で
あ
る
こ
と

が
判
る
。
ま
た
井
上
商
店
専
売
特
許
の
縮
織
繃
帯
は
、
宮
田
芳
三
自
ら
が
苦
心

発
明
し
た
製
品
で
あ
る
所
か
ら
、こ
の
「
翁
縮
夏
シ
ャ
ツ
」
の
開
発
販
売
の
実
務
、

そ
し
て
全
国
販
売
の
企
画
を
考
案
し
た
の
も
、
若
き
後
継
者
宮
田
芳
三
の
指
揮

に
よ
る
も
の
と
考
え
た
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
こ
の
時
期
に
紅
梅
が
井
上
商
店
の
企
画
に
参
画
し
た
記
録
は
な
い
。

紅
梅
は
何
を
し
て
い
た
か
と
い
う
と
、
明
治
四
三
年
前
後
に
支
那
料
理
開
業
準

備
の
た
め
料
理
人
を
探
し
て
い
た
記
録
が
あ
る
た
め
、
井
上
商
店
か
ら
自
立
し

て
独
自
の
事
業
を
模
索
し
て
い
た
も
の
と
推
測
で
き
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

後
述
す
る
。

そ
し
て
明
治
四
四
年
八
月
、「
永
々
病
氣
」
の
た
め
「
養
生
」
し
て
い
た
井
上

商
店
の
店
主
・
井
上
安
兵
衛
が
遂
に
死
去
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
で
は
明
確
な
井
上
安
兵
衛
死
去
の
日
時
は
不
明
確
で

あ
っ
た
。
紅
梅
は
回
想
録
で
こ
の
事
実
を
述
べ
て
い
る
が
、
年
月
日
は
明
記
し

て
い
な
い
。
ま
た
比
較
的
信
用
の
お
け
る
情
報
源
で
あ
っ
た
寺
田
寅
彦
も
こ
の

時
期
（
明
治
四
二
年
三
月
二
九
日
〜
四
四
年
六
月
二
二
日
）
ベ
ル
リ
ン
大
学
に

留
学
中
で
あ
り
、
寅
彦
の
日
記
に
も
記
載
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
今
回
援
用
し

た
日
刊
紙
の
記
事
に
よ
っ
て
正
確
な
日
時
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
。

〔２〕明治 42年 5月 30日
朝日新聞朝刊井上商店広告

〔３〕明治 42年 7月 8日
朝日新聞朝刊井上商店広告
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井
上
安
兵
衛
死
去
前
後
に
お
け
る
「
井
上
紅
梅
」
と
「
井
上
商
店
」
に
つ
い
て

明
治
四
四
年
八
月
二
六
日
付
朝
日
新
聞
朝
刊
一
面
に
は
、
井
上
安
兵
衛
の
葬

儀
広
告
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

　

 　

井
上
安
兵
衞
儀
永
々
病
氣
の
處
養
生
不
相
叶
去
二
十
三
日
午
後
八
時

三
十
分
死
去
致
候
に
付
此
段
御
通
知
仕
上
候

　

 　

追
て
來
る
二
十
七
日
午
前
八
時
京
橋
區
尾
張
町
新
地
自
宅
出
棺
府
下

高
田
村
砂
利
塲
南
殿
院
に
於
て
佛
葬
相
營
申
候

　
　

尚
遺
志
に
依
り
生
花
造
花
放
鳥
等
の
御
贈
與
固
く
御
辭
退
申
上
候

　

明
治
四
四
年
八
月
二
十
五
日

　
　

妻　

井
上
さ
と

　
　

宮
田
芳
三
改

　

嗣
子　

井
上　

由
藏

　
　
　
　

井
上　
　

進

　
　
　
　

井
上
鳥
之
助

　

外　
　

親
戚 

一 

同

と
あ
り
、
右
の
広
告
の
二

日
後
と
な
る
同
月
八
月

二
八
日
付
朝
日
新
聞
朝
刊

一
面
に
は
、

亡
井
上
安
兵
衞
葬
送
の
節
は

溽
暑
の
候
遠
路
御
會
葬
被

下
難
有
奉
謝
候
混
雜
中
尊

名
伺
漏
も
難
計
乍
略
儀
以

紙
上
御
厚
禮
申
上
候
敬
具

　

妻　

井
上　

さ
と

嗣
子　

井
上　

由
藏

外　
　

親
戚 

一 

同

と
あ
る
。
そ
し
て
同
年
九

月
九
日
付
朝
日
新
聞
朝
刊

一
面
に
も
、

東
京
市
京
橋
區
尾
張
町

新
地
八
番
地

襲
名　

井
上
安
兵
衞

　
　
（
舊
名
宮
田
芳
三
）

と
い
う
告
知
広
告
が
あ

る
。
多
く
の
新
事
実
が
あ

る
の
で
、
整
理
し
て
説
明

す
る
。

ま
ず
、
不
正
確
な
記
録

の
た
め
名
前
が
不
明
で
あ
っ
た
井
上
商
店
店
員
・
宮
田
氏
の
名
前
も
今
回
よ
う

や
く
判
明
し
た
。
寺
田
寅
彦
の
日
記
で
は
「
宮
田
芳
三
」、「
宮
田
芳よ
し

蔵ぞ
う

」【
三
十
五
】

そ
し
て
「
宮
田
由よ
し

蔵ぞ
う

」【
三
十
六
】
と
表
記
が
二
転
三
転
し
、『
諸
官
省
用
達
商
人
名
鑑
』

で
も
「
宮
田
芳
三
」「
宮
田
芳
之
」【
三
十
七
】
と
名
称
が
分
か
れ
て
い
た
が
、
本
記

事
の
発
見
に
よ
っ
て
、
本
名
が
「
宮
田
芳
三
」
で
、
養
子
縁
組
後
に
井
上
安
兵

衛
の
嗣
子
と
な
り
、「
井
上
由
藏
」
と
改
名
し
た
こ
と
。
そ
し
て
井
上
商
店
の
店

〔４〕明治 44年 8月 26日朝日新聞朝刊井上安兵衛死亡広告

〔５〕明治 44年 8月 28日
朝日新聞朝刊井上安兵衛死亡広告

〔６〕明治 44年 9月 9日
朝日新聞朝刊井上安兵衛襲名広告
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主
と
し
て
井
上
安
兵
衞
を
襲
名
し
た
こ
と
が
明
確
化
さ
れ
た
。

ま
た
井
上
商
店
店
主
・
井
上
安
兵
衛
は
明
治
四
四
年
八
月
二
三
日
逝
去
し
、

二
七
日
葬
儀
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
な
お
葬
儀
広
告
・
襲

名
広
告
に
は
旧
名
の
宮
田
芳
三
が
複
数
回
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な

く
と
も
安
兵
衛
の
嗣
子
た
る
井
上
由
藏
が
広
く
知
ら
れ
る
以
前
で
あ
っ
た
と
も

推
測
で
き
る
。

ま
た
紅
梅
最
大
の
理
解
者
で
あ
っ
た
井
上
安
兵
衛
の
死
去
に
よ
り
、
井
上
商

店
か
ら
紅
梅
へ
の
業
務
委
託
と
い
う
名
の
援
助
も
こ
こ
で
断
ち
切
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
そ
れ
が
前
述
の
紅
梅
の
随
筆
【
三
十
八
】
に
あ
る
「
養
父
に
死
な
れ
自

分
の
身
辺
に
一
種
の
お
家
騒
動
が
持
ち
上
が
っ
て
、
店
の
商
権
と
資
産
負
債
一

切
を
無
条
件
で
番
頭
に
譲
渡
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
井
上
安
兵
衛
の
亡
き
後
、

店
の
商
権
一
切
が
宮
田
芳
蔵
に
譲
渡
さ
れ
、
紅
梅
自
身
が
一
気
に
困
窮
に
陥
り
、

紅
梅
は
こ
れ
ら
を
井
上
商
店
内
の
「
お
家
騒
動
」
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
れ
が

紅
梅
の
生
活
を
一
変
さ
せ
、
上
海
に
渡
航
し
支
那
風
俗
研
究
者
と
な
る
契
機
を

生
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
こ
で
一
度
紅
梅
の
事
跡
に
関
す
る
先
行
研
究
の
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
た

い
。

四
　
安
兵
衛
死
後
の
紅
梅
に
関
す
る
先
行
研
究
の
検
証

井
上
紅
梅
に
つ
い
て
は
三
石
善
吉
【
三
十
九
】
及
び
近
年
で
は
相
田
洋
【
四
十
】
の
先

行
研
究
が
あ
る
が
、
小
論
で
扱
う
時
期
に
つ
い
て
は
、
井
上
安
兵
衛
の
死
去
か

ら
上
海
渡
航
ま
で
の
経
緯
を
「
支
那
料
理
屋
も
失
敗
し
て
、
い
つ
そ
身
輕
に
な

つ
て
上
海
に
」
と
紹
介
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
こ
れ
は
紅
梅
自
身
の
随
筆
の
一

節
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
引
用
方
法
で
は
誤
解
が
多
く
、
引
用
者

で
あ
る
三
石
は
紅
梅
の
記
述
を
正
確
に
理
解
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
ま
た

三
石
は
上
海
で
支
那
風
俗
研
究
会
を
設
立
し
た
理
由
に
つ
い
て
「
紅
梅
の
上
海

時
代
は
酒
に
あ
け
女
遊
び
に
暮
れ
、
食
道
楽
と
芝
居
に
暮
れ
た
。
彼
は
知
ら
ず

知
ら
ず
の
う
ち
に
、
深
く
「
支
那
の
五
大
道
楽

―
吃
、
喝
、
嫖
、
賭
、
戯
（
食

道
楽
・
阿
片
、
酒
、
女
、
ば
く
ち
、
芝
居
）」
の
世
界
に
入
り
こ
ん
で
い
た
の

で
あ
る
」
と
、
こ
れ
も
紅
梅
の
著
作
『
支
那
風
俗
』
の
一
節
を
引
用
【
四
十
一
】
し

て
い
る
が
、
こ
れ
も
引
用
が
不
適
切
で
誤
解
が
生
じ
て
い
る
。
し
か
も
そ
れ
が

当
時
唯
一
の
紅
梅
に
関
す
る
研
究
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
三
石
氏
の
見
解
が
無

批
判
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
紅
梅
の
イ
メ
ー
ジ
に
す
り
替
え

が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
紅
梅
の
事
跡
研
究
を
行
う
上
で
問
題
が
多
い
た
め
、

こ
れ
に
つ
い
て
検
証
を
実
施
し
た
い
。

繰
り
返
す
が
紅
梅
の
中
国
渡
航
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
従
来
有
力
な
手
が
か

り
と
な
っ
た
の
が
三
石
善
吉
に
よ
る
「
支
那
料
理
屋
も
失
敗
し
て
、
い
つ
そ
身

輕
に
な
つ
て
上
海
に
」【
四
十
二
】
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
確
か
に
増
田
渉
及
び
寺
田

寅
彦
の
息
子
・
寺
田
東
一
の
回
想
に
よ
る
と
、
紅
梅
は
本
郷
の
東
京
帝
国
大
学

の
近
く
で
中
華
料
理
屋
を
開
業
し
て
お
り【
四
十
三
】。
紅
梅
の
記
述
と
も
符
合
す
る
。

し
か
し
こ
の
記
述
に
は
時
間
的
な
矛
盾
も
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、
紅
梅
の
著

作
『
紅
い
土
と
緑
い
雀
』
に
は
「
十
六
年
前
小
石
川
水
道
橋
の
支
那
そ
ば
屋
の

陳
某
に
支
那
料
理
開
業
の
た
め
コ
ッ
ク
周
銓
を
依
頼
し
た
」
と
あ
る
。『
紅
い
土

と
緑
い
雀
』
は
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
年
）
一
一
月
刊
行
で
あ
り
、
そ
こ
か

ら
逆
算
す
る
と
、
支
那
料
理
開
業
の
た
め
の
調
理
人
周
銓
の
依
頼
は
明
治
四
三

年
（
一
九
一
〇
年
）
頃
と
な
る
。
そ
の
た
め
紅
梅
が
上
海
に
定
住
す
る
大
正
二

年
（
一
九
一
三
年
）
秋
と
は
四
年
間
の
隔
た
り
が
あ
る
。
し
か
も
支
那
料
理
屋

開
業
の
準
備
を
行
っ
て
い
た
二
年
後
に
あ
た
る
明
治
四
五
（
一
九
一
二
年
）
年

一
月
三
日
の
寺
田
寅
彦
の
日
記
に
よ
る
と
、
井
上
由
蔵
改
め
（
井
上
）
安
兵
衛
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井
上
安
兵
衛
死
去
前
後
に
お
け
る
「
井
上
紅
梅
」
と
「
井
上
商
店
」
に
つ
い
て

が
年
賀
の
た
め
寺
田
家
に
訪
問
し
た
際
に
「
進
ち
ゃ
ん
」（
紅
梅
の
本
名
・
井
上

進
）
の
話
題
と
な
り
、
日
本
郵
船
を
志
望
し
た
れ
ど
も
眼
鏡
あ
る
も
の
は
採
用

せ
ず
と
し
て
断
ら
れ
た
と
あ
る
【
四
十
四
】。
そ
の
た
め
、
明
治
四
五
年
の
段
階
で
既

に
支
那
料
理
屋
経
営
に
失
敗
し
、
更
な
る
転
職
を
模
索
し
て
い
た
と
判
断
す
る

方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

ま
た
紅
梅
に
よ
る
随
筆
を
再
度
確
認
し
て
み
る
と
、
こ
こ
で
も
三
石
氏
の
引

用
に
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
三
石
氏
の
引
用
文
は
、紅
梅
の
随
筆
「
阿

片
吸
食
体
験
記
」
に
あ
る
「
中
毒
の
種
々
相
」
の
一
節
を
引
用
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
そ
の
内
容
は
紅
梅
自
身
が
直
接
見
聞
し
た
阿
片
吸
引
の
記
録
で
あ
り
、

そ
も
そ
も
紅
梅
自
身
の
来
歴
を
語
っ
た
文
章
で
は
な
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

こ
こ
で
三
石
氏
の
引
用
箇
所
の
文
脈
を
確
認
す
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
中
毒
の
種
々
相
」
の
章
で
は
、
日
本
で
の
阿
片
吸
引
の
事
例
と
し
て
東
京
水
道

橋
に
あ
っ
た
煙
館
を
紹
介
し
て
い
る
。
紅
梅
は
こ
の
煙
館
を
実
見
し
た
が
、
そ

も
そ
も
紅
梅
は
こ
の
煙
館
の
存
在
を
知
ら
ず
、
煙
館
の
階
下
に
あ
る
支
那
料
理

店
に
紅
梅
が
開
業
予
定
の
料
理
人
の
周
銓
を
依
頼
す
る
た
め
、
紅
梅
は
「
私
は

其
頃
支
那
料
理
屋
を
開
業
す
る
た
め
コ
ッ
ク
の
周
銓
を
陳
さ
ん
に
頼
み
、
た
び

た
び
そ
の
家
に
出
入
り
し
た
」
と
言
及
し
て
い
る
【
四
十
五
】。
そ
の
た
め
、
か
か
る

経
緯
か
ら
話
題
に
の
ぼ
っ
た
紅
梅
自
身
の
支
那
料
理
店
経
営
の
始
末
に
つ
い
て

言
及
す
る
必
要
が
生
ま
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
三
石
氏
は
「
支
那
料
理
屋
も
失

敗
し
て
、
い
つ
そ
身
輕
に
な
つ
て
上
海
に
」
と
引
用
し
て
い
る
が
、
前
後
の
文

節
を
省
略
せ
ず
に
引
用
す
る
と
、「
第
二
の
見
聞
は

4

4

4

4

4

4

民
国
二
年
の
秋
、
私
の
支
那

料
理
屋
も
失
敗
し
て
、
い
っ
そ
身
輕
に
な
っ
て
上
海
に
引
移
る
こ
と
が
出
来
た

時
の
こ
と
で
あ
る
。」【
四
十
六
】
と
な
る
。
つ
ま
り
本
文
は
「
第
二
の
（
阿
片
吸
引
の
）

見
聞
は
民
國
二
年
の
秋
の
こ
と
」
を
説
明
し
て
お
り
、
そ
の
民
国
二
年
が
紅
梅

が
上
海
に
引
き
移
っ
た
時
期
と
一
致
し
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、こ
の
文
か
ら
は
「
私

の
支
那
料
理
屋
も
失
敗
」
し
た
時
期
と
、「
上
海
に
引
移
る
こ
と
が
出
来
た
」
時

期
が
同
じ
で
あ
る
と
い
う
証
拠
に
は
な
ら
な
い
。
事
実
紅
梅
の
記
録
を
調
べ
る

と
、
こ
の
上
海
に
引
き
移
っ
た
時
期
以
前
に
も
少
な
く
と
も
二
回
上
海
を
訪
問

し
て
い
る
こ
と
が
判
明
【
四
十
七
】
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
三
石
氏
の
よ
う
に
「
支

那
料
理
屋
も
失
敗
」
し
た
か
ら
「
い
つ
そ
身
輕
に
な
つ
て
上
海
」
に
渡
航
し
た

と
判
断
す
る
の
は
早
計
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
の
証
拠
と
し
て
、
先
に
掲
げ
た
紅
梅
の
随
筆
「
支
那
随
筆　

暗
殺
の
都
・

上
海
」【
四
十
八
】
を
紹
介
し
た
い
。
本
随
筆
は
紅
梅
が
昭
和
一
四
年
に
『
週
刊
朝
日
』

へ
掲
載
し
た
も
の
で
あ
り
、
二
八
年
前
の
記
憶
を
回
想
し
た
も
の
で
あ
る
た
め

記
憶
違
い
の
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
記
述
が
詳
細
で
、
か
つ
当
事

者
と
の
軋
轢
が
時
間
経
過
と
と
も
に
解
消
し
「
今
だ
か
ら
話
せ
る
」
内
容
が
ふ

ん
だ
ん
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
点
か
ら
逆
に
有
力
な
史
料
と
判
断
で
き
る
。

こ
の
随
筆
は
、
冒
頭
か
ら
な
ぜ
自
分
が
上
海
に
渡
航
し
た
の
か
と
い
う
経
緯

を
説
明
し
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、

　

私
の
支
那
生
活
は
大
正
二
年
の
夏
か
ら
始
ま
る
。
そ
の
前
々
年
、
養
父

に
死
な
れ
自
分
の
身
邊
に
一
種
の
お
家
騷
動
が
持
ち
上
が
っ
て
、
店
の
商

權
と
資
産
負
債
一
切
を
無
條
件
で
番
頭
に
讓
渡
し
、
悲
觀
と
も
樂
觀
と
も

つ
か
ぬ
變
梃
な
氣
持
ち
と
な
っ
て
河
内
の
某
寺
に
入
っ
た
が
、
坊
主
の
生

活
も
結
局
金
儲
け
に
外
な
ら
ぬ
こ
と
を
知
っ
て
、
折
角
習
ひ
覺
え
た
お
經

を
三
月
で
廢
棄
し
、
何
と
い
ふ
こ
と
な
し
に
上
海
に
飛
び
出
し
て
來
た
。

と
あ
る
。
こ
こ
で
紅
梅
は
「
何
と
い
ふ
こ
と
な
し
に
」
と
、
唐
突
に
上
海
へ
出

奔
し
た
よ
う
に
読
め
る
が
実
際
に
は
、
上
海
の
貿
易
会
社
で
雑
貨
部
の
主
任
を

し
て
い
る
養
父
の
友
人
の
息
子
に
「
自
分
の
窮
状
を
訴
え
て
就
職
口
の
斡
旋
を
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東
北
大
学
大
学
院  

国
際
文
化
研
究
科
論
集  

第
二
十
五
号

依
頼
」【
四
十
九
】
し
て
い
る
。
こ
の
時
は
知
人
の
慰
留
に
よ
り
兄
【
五
十
】
の
い
る
大

阪
を
経
由
し
て
帰
国
し
た
と
あ
る
。
し
か
し
そ
の
一
ヶ
月
後
に
は
養
母
を
説
得

し
て
【
五
十
一
】
再
度
東
京
を
出
発
し
上
海
を
経
由
し
て
、「
香
港
や
南
洋
に
渡
っ

た
」【
五
十
二
】
と
あ
る
。

紅
梅
は
そ
の
後
上
海
を
経
て
杭
州
の
薬
剤
商
に
一
年
間
寄
寓
し
た
が
、「
大

正
三
年
青
島
陷
落
と
同
時
に
で
き
た
上
海
の
某
新
聞
社
に
大
正
四
年
の
秋
入

社
」【
五
十
三
】
し
た
と
あ
る
。「「
大
正
三
年
青
島
陷
落
と
同
時
に
で
き
た
上
海
の
某

新
聞
社
」
は
裏
付
け
が
可
能
で
、
大
正
三
年
一
〇
月
三
日
朝
日
新
聞
朝
刊
第
二

面
に「
本
社
上
海
特
電　

日
本
字
新
聞
發
刊　

一
日
上
海
特
派
員
發　

上
海
日
々

新
聞
と
稱
す
る
日
本
字
新
聞
本
日
第
一
號
を
發
行
す
る
」
と
あ
る
。
紅
梅
の
記

述
内
容
と
一
致
す
る
た
め
、
紅
梅
は
上
海
日
々
新
聞
に
入
社
し
た
と
考
え
て
相

違
な
い
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
三
石
氏
の
指
摘
す
る
支
那
料
理
屋
の
失
敗
が
上
海
へ

渡
航
す
る
直
接
的
な
原
因
に
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
井
上
安
兵
衛
の
死
去

に
伴
う
井
上
商
店
の
商
権
と
資
産
譲
渡
に
あ
っ
た
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
は
な

い
か
。

ま
た
紅
梅
が
設
立
し
た
支
那
風
俗
研
究
会
の
活
動
は
、
後
に
紅
梅
を
支
那
通

と
し
て
日
本
で
知
ら
れ
る
契
機
を
作
り
出
し
た
が
、
そ
も
そ
も
一
介
の
新
聞
記

者
に
過
ぎ
な
か
っ
た
紅
梅
が
、
な
ぜ
上
海
で
風
俗
研
究
会
を
設
立
し
、
中
国
の

風
俗
研
究
を
志
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
三
石
氏
は
「
紅
梅
の
上
海
時
代
は
酒
に
あ
け
女
遊
び
に

暮
れ
、
食
道
楽
と
芝
居
に
暮
れ
た
。
彼
は
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
深
く
「
支

那
の
五
大
道
楽

―
吃
、
喝
、
嫖
、
賭
、
戯
（
食
道
楽
・
阿
片
、
酒
、
女
、
ば
く
ち
、

芝
居
）」
の
世
界
に
入
り
こ
ん
で
い
た
の
で
あ
る
」【
五
十
四
】
と
指
摘
し
て
い
る
。

仮
に
氏
の
説
が
正
し
け
れ
ば
「
酒
に
あ
け
女
遊
び
に
暮
れ
、
食
道
楽
と
芝
居
に

暮
れ
た
」
人
物
は
並
べ
て
風
俗
研
究
に
専
念
す
る
素
質
を
持
つ
こ
と
に
な
る
が
、

た
だ
紅
梅
の
み
が
支
那
風
俗
研
究
に
没
頭
す
る
こ
と
な
っ
た
根
拠
が
示
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
筆
者
は
憶
説
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
筆
者
は
、
風
俗
研
究
を
志
す
発
端
は
、
紅
梅
の
友
人
・
欧
陽

予
倩
か
ら
紹
介
さ
れ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
余
穀
民
に
依
る
所
が
大
き
い
と
考
え

て
【
五
十
五
】
い
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
紅
梅
自
身
が
支
那
風
俗
研
究
に
転
身
し
た

経
緯
を
説
明
し
て
い
る
記
事
が
見
つ
か
っ
た
た
め
、
前
回
提
示
し
た
卑
見
を
一

部
修
正
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

該
当
箇
所
が
長
文
と
な
る
た
め
要
約
す
る
と
以
下
の
通
り
と
な
る
。
紅
梅
の

言
及
に
依
れ
ば
支
那
風
俗
に
転
身
し
た
理
由
は
三
つ
あ
る
。
そ
れ
は
①
余
穀
民

を
は
じ
め
と
し
た
新
聞
記
者
・
新
聞
小
説
家
と
の
交
遊
か
ら
「
支
那
の
遊
藝
や

風
俗
に
つ
い
て
色
々
貴
重
な
教
へ
を
受
け
た
」【
五
十
六
】
か
ら
で
あ
り
、
②
勤
務
先

で
あ
る
上
海
日
日
新
聞
の
報
道
姿
勢
に
対
す
る
強
い
不
満
、
そ
し
て
③
貿
易
会

社
の
不
正
取
引
を
め
ぐ
る
事
件
が
あ
る
。
①
に
つ
い
て
は
卑
見
と
し
て
言
及
済

み
【
五
十
七
】
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
②
③
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

②
上
海
日
日
新
聞
の
報
道
姿
勢
に
対
す
る
不
満
は
、
紅
梅
の
随
筆
の
中
で
も

繰
り
返
し
強
調
さ
れ
て
い
る
。
紅
梅
に
よ
る
と
「
入
社
し
て
、
そ
こ
で
初
め
て

田
舍
新
聞
の
内
幕
を
知
っ
た
」【
五
十
八
】
と
あ
る
。
紅
梅
に
よ
る
と
、
上
海
日
日
新

聞
は
現
地
の
各
日
刊
紙
を
そ
の
ま
ま
翻
訳
し
た
記
事
が
多
く
、
購
読
者
数
が
少

な
い
た
め
各
企
業
か
ら
の
広
告
収
入
で
新
聞
社
の
経
営
が
維
持
さ
れ
て
い
た
と

い
う
【
五
十
九
】。
そ
の
た
め
広
告
主
の
不
利
益
に
な
る
報
道
は
タ
ブ
ー
視
さ
れ
、
事

実
を
報
道
で
き
な
い
ジ
レ
ン
マ
【
六
十
】
が
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

そ
し
て
③
貿
易
会
社
の
不
正
取
引
を
め
ぐ
る
事
件
は
、
こ
れ
が
新
聞
記
者
か

ら
転
職
す
る
直
接
的
な
契
機
に
な
っ
た
と
紅
梅
本
人
が
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
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井
上
安
兵
衛
死
去
前
後
に
お
け
る
「
井
上
紅
梅
」
と
「
井
上
商
店
」
に
つ
い
て

知
人
に
口
止
め
さ
れ
て
い
た
、
と
あ
る
貿
易
会
社
の
不
正
取
引
事
件
の
情
報
を
、

紅
梅
が
神
州
日
報
へ
情
報
提
供
し
た
と
い
う
事
件
で
あ
る
。
こ
れ
は
知
人
へ
の

私
怨
と
公
憤
か
ら
実
施
し
た
と
あ
る
が
、そ
の
後
自
ら
を「
小
人
根
性
を
發
揮
し
、

陰
險
卑
屈
甚
だ
い
や
な
行
爲
」【
六
十
一
】
と
自
責
し
「
そ
れ
か
ら
二
度
と
こ
ん
な
罪

な
こ
と
は
し
た
く
な
い
と
思
っ
て
新
聞
社
を
や
め
て
只
管
（
ひ
た
す
ら
）
支
那

風
俗
に
沒
頭
し
た
」【
六
十
二
】
と
あ
る
と
お
り
で
あ
る
。

以
上
、
安
兵
衛
死
後
の
紅
梅
の
動
向
に
つ
い
て
先
行
研
究
の
検
証
を
中
心
に

述
べ
て
き
た
が
、
そ
の
後
の
井
上
商
店
は
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
小
論

の
最
後
で
は
安
兵
衛
死
後
の
井
上
商
店
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

五
　
井
上
安
兵
衛
死
後
の
「
井
上
商
店
」
の
動
向
に
つ
い
て

明
治
四
四
年
八
月
井
上
安
兵
衛
が
死
去
し
た
後
の
井
上
商
店
の
動
向
に
つ
い

て
は
、
紅
梅
も
殆
ど
言
及
し
て
い
な
い
。
井
上
商
店
と
交
友
関
係
に
あ
っ
た
寺

田
寅
彦
の
断
片
的
な
日
記
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
日
刊
紙
に
よ
っ
て

井
上
商
店
の
新
た
な
動
向
を
明
確
に
見
出
す
こ
と
が
出
来
た
。

前
述
の
通
り
、
井
上
商
店
は
「
翁
縮
夏
シ
ャ
ツ
」
の
全
国
通
信
販
売
に
よ
る

全
国
展
開
を
図
っ
た
が
、
そ
の
後
も
積
極
経
営
を
継
続
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

結
論
を
先
に
言
え
ば
「N

O

」
で
あ
る
。
そ
の
後
の
井
上
商
店
の
広
告
を
見
る
と
、

明
治
四
二
年
の
よ
う
な
通
販
に
よ
る
売
り
出
し
の
広
告
・
記
事
は
確
認
出
来
な

い
。
た
だ
、
明
治
四
五
年
八
月
二
三
日
付
朝
日
新
聞
朝
刊
七
面
掲
載
の
井
上
商

店
「
奉
弔
用
黒
幕
特
價
販
賣
」
の
広
告
に
は
「
翁
ち
ゞ
み
本
舗　

井
上
商
店
」

と
あ
る
た
め
、
当
時
も
井
上
商
店
の
看
板
商
品
と
し
て
「
翁
ち
ゞ
み
」
が
あ
っ

た
も
の
と
推
察
で
き
る
。
ま
た
別
の
広
告
に
よ
れ
ば
、
井
上
商
店
は
通
信
販
売

で
は
な
く
、
東
京
市
内
は
下
谷
・
日
本
橋
・
神
田
・
深
川
の
四
店
、
地
方
で
は

大
阪
・
名
古
屋
・
京
都
・

宇
都
宮
の
四
店
合
計
全

国
八
店
の
特
売
店
に
よ

る
販
売
に
切
り
替
え
て

い
る
こ
と
が
確
認
出
来

る
【
六
十
三
】。

時
を
安
兵
衛
死
去
の

時
期
に
戻
し
て
、
そ
の

後
の
井
上
商
店
の
動
向

を
検
討
し
よ
う
。
ま
ず
安
兵
衛
死
去
の
翌
年
（
明
治
四
五
年
）
一
月
三
日
宮
田

芳
三
が
寺
田
寅
彦
宅
に
年
賀
へ
来
て
い
る
。
そ
こ
で
紅
梅
の
日
本
郵
船
不
採
用

が
話
題
と
な
っ
た
の
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
【
六
十
四
】。

そ
の
後
寅
彦
は
、
明
治
四
五
年
三
月
一
八
日
と
五
月
五
日
に
井
上
商
店
を
訪

問
す
る
が
【
六
十
五
】、
特
段
の
詳
し
い
記
録
は
残
し
て
い
な
い
。
た
だ
こ
の
時
期
に

井
上
商
店
は
「
翁
縮
夏
シ
ャ
ツ
」
に
代
わ
る
独
自
の
新
製
品
の
開
発
に
尽
力
し

て
い
た
こ
と
が
判
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
「
ス
テ
リ
ー
布
」
で
あ
る
。

大
正
二
年
八
月
二
〇
日
付
朝
日
新
聞
朝
刊
七
頁
に
記
事
と
し
て
井
上
商
店
の

新
製
品
「
ス
テ
リ
ー
布
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
「
銀
座
尾
張
町
井

上
醫
療
器
械
店
よ
り
發
賣
せ
る
ス
テ
リ
ー
布
は
、
外
出
用
匂
袋
、
衣
類
消
毒
用

ふ
ろ
し
き
等
あ
り
て
、
カ
ビ
や
害
蟲
を
防
ぎ
、
髮
の
臭
み
油
足
等
を
治
す
る
に

も
應
用
さ
れ
、
用
途
頗
る
廣
く
、
衞
生
家
の
間
に
歡
迎
さ
れ
つ
つ
あ
り
」
と
あ

る
。
銀
座
尾
張
町
の
井
上
医
療
器
械
店
と
あ
り
、前
述『
諸
官
省
用
達
商
人
名
鑑
』

で
井
上
商
店
は
「
和
洋
織
物
及
醫
療
機
器
商
」
と
あ
る
所
か
ら
、
井
上
商
店
と

同
定
し
て
問
題
は
な
い
。

〔８〕明治 45年８月 23日
朝日新聞朝刊井上商店広告
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そ
し
て
そ
の
翌
月
に
あ
た
る

九
月
三
日
に
は
、
井
上
商
店
か

ら
ス
テ
リ
ー
布
の
広
告
が
出
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、

「
専
売
特
許
第24423

号
専
売

特
許
第24423

号

遠
山
醫
學
博
士　

羽
田
一
等
藥

劑
正

平
山
藥
學
博
士　

里
見
醫
學
士

證
明

危
險
危
險

チ
フ
ス
が
は
や
る
に
ス
テ
リ
ー

布
持
た
ぬ
人

蟲
干
し
た
タ
ン
ス
に
ス
テ
リ
ー

布
入
れ
ぬ
人

布
に
塗
り
あ
る
藥
の
作
用
で

知
ら
ぬ
ま
に
う
つ
る
疾
病
を
豫

防
す
る
ス
テ
リ
ー
匂
袋

衣
類
や
貴
重
品
の
カ
ビ
と
蟲
害

を
完
全
に
防
ぐ
ス
テ
リ
ー
下
敷

髮
の
臭
み
と
油
足
と
水
蟲
と
を
ふ
し
ぎ
に
治
す
ス
テ
リ
ー
小
切

と
あ
る
。
布
に
浸
透
さ
せ
た
薬
剤
で
消
毒
を
行
い
チ
フ
ス
や
カ
ビ
、
虫
害
を
予

防
す
る
と
い
う
の
が
ス
テ
リ
ー
布
の
効
果
で
あ
る
。
そ
し
て
翌
大
正
三
年
五
月

一
六
日
付
朝
日
新
聞
朝
刊
七
面
に
は
、
更
に
「
殺
菌
ス
テ
リ
ー
布
」
と
し
て
新

聞
記
事
に
再
登
場
し
て
い
る
。
そ
れ
に
は
「
殺
菌
ス
テ
リ
ー
布　

ホ
ル
マ
リ
ン

其
他
の
藥
劑
よ
り
製
造
せ
る
も
の
に
し
て
コ
レ
ラ
、
チ
フ
ス
の
殺
菌
に
有
效
な

り
と
い
ふ　

京
橋
尾
張
町
井
上
商
店
よ
り
賣
出
す
」
と
あ
る
。
大
正
二
年
の
記

事
広
告
に
は
ス
テ
リ
ー
布
と
あ
り
チ
フ
ス
等
の
衣
類
消
毒
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、

こ
こ
で
は
「
殺
菌
4

4

ス
テ
リ
ー
布
」
と
「
殺
菌
」
の
文
字
が
追
加
さ
れ
「
コ
レ
ラ
、

チ
フ
ス
の
殺
菌
に
有
效
」
と
明
記
し
て
い
る
。
当
時
ま
だ
衛
生
状
態
が
良
く
な

い
東
京
で
は
チ
フ
ス
や
コ
レ
ラ
の
感
染
が
見
ら
れ
、
こ
の
時
期
の
日
刊
紙
で
は

毎
週
の
よ
う
に
コ
レ
ラ
・
チ
フ
ス
患
者
発
生
の
記
事
が
見
ら
れ
る
。
医
療
機
器

に
精
通
し
て
い
た
宮
田
芳
三
が
こ
の
種
の
社
会
的
需
要
か
ら
、
井
上
商
店
の
医

療
機
器
製
造
技
術
及
び
布
織
技
術
を
活
用
し
て
医
療
用
品
開
発
に
着
手
し
た
と

想
像
で
き
る
が
、そ
の
後
「
殺
菌
ス
テ
リ
ー
布
」
の
広
告
は
一
切
確
認
出
来
な
い
。

む
し
ろ
「
殺
菌
ス
テ
リ
ー
布
」
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
二
ヶ
月
後
に
あ
た
る

読
売
新
聞
大
正
三
年
七
月
一
日
付
朝
刊
三
面
に
「
一
番
気
の
き
い
た
中
元
進
物   

翁
ち
ぢ
み
シ
ヤ
ツ
腰
ま
き
」
と
あ
り
、「
翁
縮
夏
シ
ャ
ツ
」
が
再
び
広
告
に
出
さ

れ
て
い
る
。
翁
縮
夏
シ
ャ
ツ
の
素
材
を
活
用
し
て
腰
巻
き
を
開
発
し
て
い
る
の

が
見
え
る
が
、
こ
れ
が
現
在
確
認
出
来
る
井
上
商
店
の
最
後
の
広
告
で
あ
る
。

井
上
商
店
の
命
運
を
懸
け
た
「
殺
菌
ス
テ
リ
ー
布
」
と
「
翁
縮
夏
シ
ャ
ツ
」

で
あ
る
が
、
売
れ
行
き
に
問
題
が
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
不
明
と
し
か
言
え
な

い
が
、
一
つ
確
た
る
証
拠
を
も
と
に
言
え
る
の
は
、
井
上
商
店
経
営
陣
の
相
次

ぐ
病
臥
で
あ
る
。

そ
の
後
の
井
上
商
店
は
不
運
が
連
続
す
る
。
寺
田
寅
彦
の
日
記
に
よ
る
と
、

同
年
一
〇
月
に
寅
彦
の
妻
が
井
上
商
店
を
訪
問
す
る
と
、「
芳
藏
は
肺
疾
に
て
月

嶋
海
岸
病
院
に
入
院
中
の
由
な
り
。
嫁
は
ヒ
ス
テ
リ
ー
症
ら
し
く
里
に
て
養
生

〔９〕大正 2年 9月 3日朝日新聞朝刊井上安兵衛襲名広告
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井
上
安
兵
衛
死
去
前
後
に
お
け
る
「
井
上
紅
梅
」
と
「
井
上
商
店
」
に
つ
い
て

中
の
由
。」【
六
十
六
】
と
い
う
報
告
を
寺
田
が
受
け
て
お
り
、
店
主
の
宮
田
芳
三
は

遅
く
と
も
大
正
三
年
秋
に
は
肺
病
で
入
院
し
、妻
も
神
経
症
悪
化
で
帰
郷
【
六
十
七
】、

井
上
商
店
は
大
黒
柱
不
在
の
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
翌
大
正
四
年
一
一

月
二
三
日
に
は
井
上
安
兵
衛
未
亡
人
の
「
井
上
さ
と
」
が
死
去
【
六
十
八
】、
そ
し
て

更
に
三
年
後
の
大
正
七
年
五
月
一
六
日
に
は
宮
田
芳
三
が
死
去
【
六
十
九
】、
安
兵
衛

襲
名
か
ら
七
年
、
店
主
と
し
て
の
実
働
期
間
は
わ
ず
か
三
年
で
あ
っ
た
。
寅
彦

に
よ
る
と
程
な
く
井
上
商
店
は
「
一
家
離
散
」【
七
十
】
に
陥
っ
て
い
る
と
い
う
。

な
お
こ
の
時
期
の
紅
梅
は
、
井
上
商
店
と
接
触
し
て
い
な
い
。
紅
梅
側
の
記

録
に
よ
る
と
宮
田
芳
三
が
肺
疾
で
入
院
し
た
大
正
三
年
に
は
杭
州
の
薬
剤
商
で

勤
務
し
、
井
上
商
店
最
後
の
紅
梅
の
理
解
者
で
あ
っ
た
「
井
上
さ
と
」
が
死
去

し
た
大
正
四
年
の
秋
に
は
、
上
海
日
日
新
聞
社
に
入
社
し
て
い
る
【
七
十
一
】。
そ
し

て
宮
田
芳
三
が
死
去
す
る
直
前
、
紅
梅
は
上
海
で
支
那
風
俗
研
究
會
を
発
足
し
、

大
正
七
年
四
月
に
は
機
関
誌
『
支
那
風
俗
』
一
巻
一
号
を
発
刊
、
念
願
の
支
那

風
俗
研
究
に
専
念
す
る
体
制
を
整
え
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

小
論
を
結
ぶ
に
当
た
っ
て
、
一
つ
留
意
す
べ
き
点
を
言
及
し
て
お
く
。
そ
れ

が
寅
彦
の
日
記
に
の
み
記
録
さ
れ
る
「
井
上
紅
梅
の
息
子
」
で
あ
る
。

先
行
研
究
で
三
石
が
「
大
正
二
（
一
九
一
三
年
）
年
秋
、
四
歳
の
男
の
子
を

4

4

4

4

4

4

4

井
上
家
に
残
し

4

4

4

4

4

4

」【
七
十
二
】
と
あ
り
、
典
拠
を
示
し
て
い
な
い
が
、
寅
彦
の
日
記
に

明
記
さ
れ
て
い
る
。

大
正
七
年
五
月
二
〇
日
の
寅
彦
の
日
記
に
は
「
四
時
井
上
に
行
き
て
見
舞
を

述
ぶ
、
金
蔵
君
の
外
は
昔
の
馴
染
は
あ
ら
ず
、
進
氏
の
息

4

4

4

4

九
歳
な
る
が
、
寄
辺

な
げ
な
る
も
哀
れ
な
り
。
明
日
高
田
万
蔵
院
に
て
葬
儀
の
筈
」【
七
十
三
】
と
あ
る
。

こ
こ
で
言
及
さ
れ
る
「
進
氏
の
息
」
は
紅
梅
の
本
名
・
井
上
進
の
息
子
で
あ
る
。

前
稿
【
七
十
四
】
で
も
述
べ
た
が
、
寺
田
寅
彦
と
昵
懇
の
間
柄
で
あ
る
の
は
宮
田
芳

三
で
は
な
く
【
七
十
五
】
紅
梅
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
大
正
三
年
一
〇
月
一
五
日
に

は
寅
彦
が
家
族
に
依
頼
し
て
井
上
商
店
へ
紅
梅
の
息
子
に
「
五
つ
の
祝
と
し
て

反
物
持
參
」【
七
十
六
】
し
て
い
る
所
か
ら
も
、
寅
彦
が
井
上
商
店
の
中
で
行
く
末
を

案
じ
た
の
は
紅
梅
の
息
子
で
あ
っ
た
【
七
十
七
】。

安
兵
衛
死
去
後
井
上
商
店
と
は
全
く
没
交
渉
と
な
っ
て
い
た
紅
梅
で
あ
る
が
、

実
子
の
将
来
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
た
め
、
井
上
商
店
か
ら
も
紅
梅
へ
連
絡
さ

れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
た
め
な
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、

紅
梅
が
編
集
す
る
『
支
那
風
俗
』
は
、『
支
那
風
俗
』
一
巻
一
号
（
大
正
七
年
四

月
）
と
『
支
那
風
俗
』
一
巻
三
号
（
大
正
七
年
六
月
）
が
あ
る
も
の
の
、
一
巻

二
号
の
発
行
日
が
不
自
然
に
遅
延
し
て
い
る
。
刊
行
の
間
隔
か
ら
考
慮
す
る
と
、

『
支
那
風
俗
』
一
巻
二
号
は
宮
田
芳
三
が
亡
く
な
っ
た
大
正
七
年
五
月

―
支
那

風
俗
研
究
会
会
則
に
よ
る
と
刊
行
日
は
大
正
七
年
五
月
一
五
日
（
宮
田
芳
三
死

去
の
前
日
）
に
刊
行
す
る
予
定
で
あ
る
。
し
か
し
一
巻
二
号
は
五
月
二
七
日
発

行
と
発
行
日
を
一
二
日
遅
れ
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
遅
延
は
三
号
に
も
全

く
言
及
が
な
く
、
紅
梅
の
一
時
帰
郷
な
ど
様
々
な
憶
測
が
浮
か
ぶ
が
、
こ
こ
で

は
「
紅
梅
の
息
子
」
の
存
在
の
み
言
及
し
て
お
き
た
い
。

結
　
語

以
上
、
本
稿
で
は
、
当
時
の
日
刊
紙
に
記
載
さ
れ
た
記
事
・
広
告
と
紅
梅
の

随
筆
と
用
い
て
、「
井
上
紅
梅
が
、
な
ぜ
井
上
商
店
を
追
わ
れ
、
上
海
に
渡
航
し
、

支
那
風
俗
研
究
を
開
始
し
た
の
か
」
と
い
う
紅
梅
の
事
跡
研
究
の
中
で
最
も
重

要
な
疑
問
に
つ
い
て
、
従
来
未
解
明
で
あ
っ
た
箇
所
に
考
証
を
加
え
る
と
同
時

に
、先
行
研
究
の
不
備
を
補
完
し
た
。内
容
を
要
約
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

Ⅰ　

当
時
井
上
商
店
の
世
代
交
代
は
喫
緊
の
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
先
代
井
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上
安
兵
衛
の
高
齢
の
問
題
で
あ
る
。
日
露
戦
争
が
終
結
し
、
軍
需
医
療
器
械
が

主
要
業
務
で
あ
っ
た
井
上
商
店
に
と
っ
て
は
経
営
の
転
換
を
迫
ら
れ
る
時
期
に

も
直
面
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
縮
織
繃
帯
で
実
績
を
上
げ
た
宮
田
芳
三

に
白
羽
の
矢
が
立
ち
、
彼
と
養
子
縁
組
を
行
い
井
上
商
店
の
店
長
に
抜
擢
し
た
。

一
方
の
紅
梅
は
「
廃
嫡
」
と
な
っ
た
も
の
の
、
紅
梅
の
生
計
維
持
の
た
め
に
井

上
商
店
の
一
部
の
業
務
を
委
託
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。突
然「
廃
嫡
」と
な
っ

た
紅
梅
を
路
頭
に
迷
わ
せ
て
は
な
ら
ぬ
と
言
う
養
父
井
上
安
兵
衛
の
計
ら
い
で

あ
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
。

Ⅱ　

明
治
四
一
年
に
井
上
商
店
は
専
売
特
許
の
縮
織
繃
帯
の
製
造
技
術
を
活
用

し
て
「
翁
縮
夏
シ
ャ
ツ
」
を
開
発
、
ま
た
本
商
品
を
通
信
販
売
で
全
国
に
販
売

し
更
に
福
引
き
も
取
り
入
れ
、
一
気
に
全
国
へ
小
売
り
販
売
を
拡
大
し
よ
う
と

企
画
し
て
い
る
。
西
南
戦
争
か
ら
日
清
・
日
露
戦
争
ま
で
の
軍
需
品
の
扱
い
で

急
成
長
を
遂
げ
た
井
上
商
店
で
あ
っ
た
が
、
取
り
扱
い
を
軍
需
か
ら
民
需
へ
の

転
換
を
図
っ
た
方
策
の
一
つ
、
そ
れ
が
「
翁
縮
夏
シ
ャ
ツ
」
で
あ
っ
た
。
し
か

し
通
信
販
売
と
い
う
企
画
は
単
発
で
終
わ
っ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
経
営
的
に

成
功
し
た
も
の
と
は
言
い
が
た
い
。

Ⅲ　

井
上
安
兵
衛
が
死
去
後
の
大
正
二
年
に
は
「
翁
縮
夏
シ
ャ
ツ
」
に
代
わ
る

新
製
品
と
し
て
、
布
に
浸
透
さ
せ
た
薬
剤
で
消
毒
を
行
う
「
ス
テ
リ
ー
布
」
を

開
発
し
て
い
る
。
後
に
は
コ
レ
ラ
、
チ
フ
ス
の
殺
菌
に
効
果
が
あ
る
「
殺
菌
ス

テ
リ
ー
布
」
の
販
売
も
開
始
す
る
が
、
時
期
を
同
じ
く
し
て
井
上
商
店
の
経
営

陣
が
相
次
い
で
病
臥
し
、
大
正
七
年
五
月
一
六
日
に
は
店
主
・
宮
田
芳
三
が
死

去
し
、
井
上
商
店
は
一
家
離
散
と
な
っ
た
。

Ⅳ　

ま
た
紅
梅
は
、
支
那
料
理
屋
の
失
敗
が
上
海
へ
渡
航
す
る
直
接
的
な
原
因

に
な
っ
た
と
先
行
研
究
は
指
摘
す
る
が
、
正
確
に
は
井
上
安
兵
衛
の
死
去
に
伴

う
井
上
商
店
の
商
権
と
資
産
譲
渡
に
あ
っ
た
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
先
行
研
究
で
は
「
紅
梅
の
上
海
時
代
は
酒
に
あ
け
女
遊
び
に
暮
れ
、
食

道
楽
と
芝
居
に
暮
れ
、
深
く
支
那
の
五
大
道
楽
の
世
界
に
入
り
こ
ん
だ
」
と
あ

る
が
、
正
確
に
は
上
海
の
日
刊
紙
で
あ
る
神
州
日
報
の
編
集
長
・
余
穀
民
を
は

じ
め
と
し
た
新
聞
記
者
・
新
聞
小
説
家
と
の
交
友
か
ら
支
那
の
遊
芸
や
風
俗
に

関
心
を
持
っ
た
こ
と
、
ま
た
勤
務
先
で
あ
る
上
海
日
日
新
聞
社
の
報
道
姿
勢
に

対
す
る
強
い
不
満
、
そ
し
て
貿
易
会
社
の
不
正
取
引
を
め
ぐ
る
事
件
が
、
新
聞

記
者
か
ら
転
職
す
る
直
接
的
な
契
機
に
な
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

今
回
は
日
刊
紙
に
掲
載
さ
れ
た
井
上
商
店
の
記
事
を
中
心
に
検
討
し
た
が
、

本
人
も
新
聞
記
者
で
あ
っ
た
紅
梅
は
日
刊
紙
に
数
多
く
の
中
国
風
俗
や
中
国
文

学
に
関
す
る
記
事
を
連
載
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
る
こ
と
と

し
た
い
。

本
稿
は
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金　

基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
民
間
の

視
座
を
導
入
し
た
中
国
通
俗
文
芸
受
容
史
の
構
築
―
明
治
以
後
の
民
間
翻
訳
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
―
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

注

【
一
】
拙
稿
「
近
代
日
本
に
於
け
る
中
国
白
話
小
説
『
三
言
』
所
収
篇
の
受
容
に
つ
い
て

―
明
治
時
代
か
ら
大
正
時
代
ま
で
の
翻
訳
事
業
を
中
心
と
し
て
」（『
国
際
文
化
研
究

科
論
集
』
一
四
号
、
二
〇
〇
六
年
）、
同
「
近
代
日
本
に
於
け
る
中
国
白
話
小
説
『
三

言
』
所
収
篇
の
受
容
に
つ
い
て

―
一
九
一
〇
年
代
〜
二
〇
年
代
の
動
向
を
中
心
と

し
て
」（『
国
際
文
化
研
究
科
論
集
』
一
四
号
、
二
〇
〇
六
年
）、
同
「
白
話
小
説
翻
訳

史
に
お
け
る
宮
原
民
平
の
存
在
に
つ
い
て

―
『
支
那
文
学
大
観
』
の
事
例
を
中
心

に
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
一
〇
五
号
、
二
〇
〇
七
年
）、
同
「
中
国
通
俗
文
芸
受
容
史
に
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井
上
安
兵
衛
死
去
前
後
に
お
け
る
「
井
上
紅
梅
」
と
「
井
上
商
店
」
に
つ
い
て

お
け
る
翻
訳
文
体
の
問
題
に
つ
い
て

―
佐
藤
春
夫
の
「
百
花
村
物
語
」
を
中
心
と
し

て
」（『
池
田
雄
一
教
授
古
稀
記
念
ア
ジ
ア
史
論
叢
』
燎
原
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）、
同

「
支
那
に
浸
る
人

―
井
上
紅
梅
が
描
い
た
日
中
文
化
交
流
」（『
か
ら
船
往
来
―
日
本

を
育
て
た
ひ
と
・
ふ
ね
・
ま
ち
・
こ
こ
ろ
―
』
中
国
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）、
同
「
近

代
日
本
に
於
け
る
中
国
白
話
小
説
「
三
言
」
所
収
篇
の
受
容
に
つ
い
て

―
村
松
暎
・

魚
返
善
雄
の
翻
訳
と
翻
訳
層
の
交
代
に
つ
い
て
」『
国
際
文
化
研
究
科
論
集
』
一
七
号
、

二
〇
〇
九
年
）、
同
「
日
本
伝
統
文
化
の
形
成
を
「
訓
読
」
か
ら
考
え
る

―
近
代
日

本
に
お
け
る
白
話
小
説
の
文
体
」（『
訓
読
か
ら
見
な
お
す
東
ア
ジ
ア
』
東
京
大
学
出
版

会
、
二
〇
一
三
年
）
参
照
。

【
二
】
拙
稿
「
寺
田
寅
彦
の
著
作
に
現
れ
た
井
上
紅
梅

―
井
上
紅
梅
に
関
す
る
事
跡
研
究

の
一
環
と
し
て
」（『
ア
ジ
ア
文
化
研
究
』
二
号
、
二
〇
一
六
年
）

【
三
】「
大
正
時
代
上
海
に
於
け
る
「
支
那
風
俗
研
究
会
」
に
つ
い
て

―
井
上
紅
梅
に

よ
る
白
話
小
説
翻
訳
作
業
の
前
史
と
し
て
」（『
国
際
文
化
研
究
科
論
集
』
二
〇
号
、

二
〇
一
二
年
）

【
四
】
拙
稿
「
井
上
紅
梅
の
養
家
「
井
上
商
店
」
の
記
録
に
つ
い
て

―
井
上
紅
梅
に
関
す

る
事
跡
研
究
の
一
環
と
し
て

―
」『
国
際
文
化
研
究
科
論
集
』（
二
一
号
、二
〇
一
三
年
）

【
五
】
佐
藤
春
夫
「
曾
遊
南
京
」（『
改
造
』
一
九
巻
一
三
号
、
一
九
三
七
年
）

【
六
】小
林
輝
冶「
島
田
清
次
郎
未
定
稿
翻
刻
Ⅵ
」（『
北
陸
大
学
紀
要
』一
一
号
、一
九
八
七
年
）

に
よ
る
と
、
島
田
清
次
郎
の
「
保
養
院
」
時
代
の
草
稿
（
昭
和
元
年
〜
昭
和
五
年
執
筆

と
推
定
）
作
品
の
中
に
あ
る
「
明
智
中
佐
」
に
は
「
先
生
は
、こ
ち
ら
のhotel

に
泊
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
」
と
、
彼
れ
に
分
り
や
す
い
や
う
に
、
あ
ど
け
な
い
北
京
語
で
た

づ
ね
た
。「
う
む
」
彼
れ
は
そ
れ
に
は
答
へ
ず
に
盃
を
彼
女
に
與
へ
た
。「
幾
つ
な
の
」 

「
あ
た
し
、
あ
た
し
は
た
っ
た
十
六
よ
」
…
…
「『
君
達
は
胡
弓
と
三
味
線
と
を
ひ
く
の

で
な
い
か
。』
彼
は
井
上
紅
梅
の
遊
記
を
思
い
出
し
て
た
づ
ね
た
」
と
あ
る
。「
明
智
中

佐
」
は
未
定
稿
で
、
表
題
の
肩
に
、「
可
六
〇
点
」
と
あ
り
、
何
と
か
作
品
に
な
る
と

い
う
自
己
採
点
の
な
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
内
容
的
に
は
、
か
つ
て
上
海
に
遊
ん

だ
主
人
公
野
島
の
、
そ
の
時
の
回
想
を
書
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

【
七
】
村
松
梢
風
「
今
東
光
君
に
答
う
」（
読
売
新
聞
一
九
二
五
年
四
月
一
七
日
朝
刊
四
面
）

参
照
。

【
八
】
拙
稿
前
掲
「
井
上
紅
梅
の
養
家
「
井
上
商
店
」
の
記
録
に
つ
い
て
」『
国
際
文
化
研
究

科
論
集
』（
二
一
号
、
二
〇
一
三
年
）
参
照
。

【
九
】
な
お
、
予
め
お
断
り
し
て
お
く
が
、
井
上
商
店
の
店
主
は
、
代
々
井
上
安
兵
衛
を
襲

名
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
小
論
で
登
場
す
る
二
人
の
井
上
商
店
店
主
は
、
両
者
と
も
同

姓
同
名
で
識
別
が
困
難
と
な
る
。
そ
の
た
め
こ
こ
で
は
、
井
上
紅
梅
の
養
父
で
あ
る
井

上
安
兵
衛
（
一
八
四
五
〜
一
九
一
二
年
）
を
「
井
上
安
兵
衛
」
と
、紅
梅
と
同
い
年
で
、

そ
の
後
井
上
商
店
の
店
主
と
な
っ
た
井
上
安
兵
衛
（
一
八
八
一
〜
一
九
一
八
年
）
を
、

店
員
時
代
の
呼
称
「
宮
田
芳
三
」
と
分
け
て
記
載
す
る
こ
と
と
し
た
。

【
十
】
紅
梅
「
支
那
随
筆　

暗
殺
の
都
・
上
海
」（『
週
刊
朝
日
』
三
五
巻
二
号
、
昭
和
一
四

年
一
月
）
一
八
八
〜
一
九
一
頁
参
照
。

【
十
一
】『
京
浜
実
業
家
名
鑑
』
所
載
（
七
頁
）
の
井
上
商
店
の
記
事
全
文
は
以
下
の
通
り
。

　
　
　
　

井
上
商
店　

京
橋
區
尾
張
町
新
地
八
番
地

　
　
　
　

井
上
安
兵
衞
君

　
　
　
　

電
話　

新
橋
一
七
五
三
番

　
　
　

君
は
我
國
洋
物
商
の
元
祖
に
し
て
、
彼
の
徳
川
幕
府
鎖
國
主
義
時
代
に
あ
り
て
鍬
も

黽
勉
其
の
業
を
大
成
し
、
現
今
洋
物
商
界
の
燈
明
臺
と
な
り
て
誘
掖
す
る
所
あ
り
。
君

は
弘
化
二
年
（
筆
者
注
：
西
暦
一
八
四
四
）
七
月
十
三
日
に
東
京
市
牛
込
區
改
代
町
に

生
る
。
父
を
安
兵
衞
氏
と
稱
す
。
君
は
其
二
子
な
り
。
幼
名
を
安
次
郎
と
稱
へ
し
が
、

安
兵
衞
と
は
君
が
十
八
歳
の
と
き
の
改
名
な
り
。
父
は
專
ら
古
着
商
を
營
み
、
君
の

十
九
歳
の
と
き
死
亡
せ
り
。
因
り
て
財
産
整
理
を
な
し
、
洋
物
の
賣
買
業
を
爲
さ
ん
と

欲
し
、
先
ず
洋
服
店
を
開
き
た
り
。
然
れ
ど
も
、
當
時
徳
川
時
代
に
て
海
外
貿
易
自
由
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東
北
大
学
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学
院  

国
際
文
化
研
究
科
論
集  

第
二
十
五
号

な
ら
ず
、
且
つ
國
内
交
通
の
便
未
だ
開
け
ざ
り
し
も
、
君
は
能
く
萬
難
を
排
し
て
、
斯

業
を
營
み
た
り
。
斯
く
て
五
六
年
間
繼
續
し
た
り
が
、
明
治
五
年
に
至
り
、
陸
軍
省
の

御
用
達
（
洋
服
織
物
類
）
と
な
り
、
爾
來
今
日
に
至
る
ま
で
繼
續
し
來
れ
り
。
又
醫
療

機
械
は
明
治
三
十
年
頃
よ
り
始
め
た
り
。
之
れ
陸
軍
衞
生
部
の
需
め
に
應
ぜ
し
を
動
機

と
爲
す
。
尚
ほ
君
の
最
近
事
業
と
し
て
、
特
に
大
書
し
て
賞
揚
す
べ
き
も
の
あ
り
。
由

來
各
醫
院
及
陸
軍
病
院
赤
十
字
等
に
て
使
用
す
る
繃
帶
は
、
其
地
質
好
ま
し
か
ら
ざ
り

し
が
、
君
は
數
年
の
間
苦
心
計
畫
し
、
種
々
の
經
驗
を
嘗
め
、
茲
に
始
め
て
其
織
方
に

一
新
機
軸
を
開
き
て
之
れ
を
世
に
公
に
せ
り
。
鍬
し
て
其
良
好
な
る
を
稱
贊
せ
ざ
る
者

な
く
、
從
て
其
需
用
の
範
圍
も
廣
大
と
な
り
、
現
今
は
盛
に
製
織
販
賣
す
る
の
み
な
ら

ず
、
其
供
給
を
補
は
ん
が
爲
に
該
工
場
を
各
地
方
に
設
置
す
る
に
至
れ
り
。
實
に
君
は

一
身
を
實
業
界
に
獻
じ
、
後
者
を
導
く
の
人
な
り
と
謂
ふ
べ
し
。
斯
の
如
く
大
事
業
を

爲
し
つ
つ
あ
る
君
は
、
其
學
問
修
養
の
途
を
開
く
に
、
時
代
と
境
遇
と
の
許
さ
ざ
り
し

に
も
よ
る
べ
け
れ
ど
、
唯
だ
寺
子
屋
に
通
ひ
て
學
べ
る
の
み
。
君
は
現
時
前
述
の
職
業

に
熱
心
し
、
公
職
に
就
く
を
欲
せ
ず
、
其
動
作
至
り
て
穩
か
に
し
て
、
言
々
句
々
所
謂

石
橋
を
叩
く
流
の
人
な
り
。
君
又
社
會
公
共
の
念
に
篤
く
、
博
愛
慈
善
の
情
に
富
み
、

是
等
の
團
體
に
盡
力
し
、
且
金
品
を
寄
贈
せ
し
こ
と
少
な
か
ら
ず
と
云
ふ
。

　
　
　
『
京
浜
実
業
家
名
鑑
』
は
、
東
京
本
館
書
庫
（
請
求
番
号
：Y

D
M

5398

）
及
び
関
西

館
総
合
閲
覧
室
（
請
求
記
号
：76-377

）
に
所
蔵
さ
れ
、
著
作
権
法
第
六
七
条
第
一
項

に
よ
り
平
成
二
二
年
一
二
月
二
七
日
文
化
庁
長
官
裁
定
を
受
け
、
現
在
国
立
国
会
図
書

館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
が
極
め
て

劣
悪
な
た
め
、
本
論
で
は
横
浜
市
中
央
図
書
館
所
蔵
の
原
本
を
使
用
し
た
。

【
十
二
】『
諸
官
省
用
達
商
人
名
鑑
』
所
載
（（
一
二
頁
））
の
全
文
を
掲
げ
る
と
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

　
　
　
　

井
上
商
店　
（
新
一
七
五
二
）

　
　
　

東
京
市
京
橋
區
尾
張
町
新
地
八
番
地
に
あ
り
、
和
洋
織
物
、
醫
療
器
械
、
繃
帶
材
料
、

雜
貨
類
を
營
む
。
其
繃
帶
材
料
製
造
工
場
は
小
石
川
區
小
日
向
町
二
番
地
に
、
醫
療
器

械
製
造
工
場
は
本
郷
區
駒
込
神
明
町
三
番
地
に
あ
り
、
主
な
る
用
達
官
衙
は
陸
軍
衞
生

材
料
廠
、
東
京
遞
信
管
理
局
、
各
師
團
衞
戍
病
院
、
横
須
賀
海
軍
病
院
等
な
り
。

　
　
　

▲
店
主
は
井
上
安
兵
衞
に
し
て
弘
化
元
年
七
月
を
以
て
牛
込
區
改
代
町
に
生
れ
、
幼

に
し
て
古
着
商
に
從
事
せ
し
が
、後
悟
る
所
あ
り
。山
内
侯
、前
田
侯
及
幕
府
の
田
安
家
、

一
ツ
橋
家
等
の
藩
邸
に
出
入
し
て
用
達
と
な
り
、
次
で
傍
ら
洋
物
商
を
創
む
。
蓋
し
當

時
江
戸
に
於
け
る
洋
物
商
の
鼻
祖
た
り
。
維
新
後
兵
部
省
の
御
用
商
人
と
な
り
、
芝
區

日
蔭
町
に
移
り
、
居
る
こ
と
數
年
、
明
治
九
年
更
に
現
在
の
地
に
居
を
下
し
、
和
洋
織

物
と
雜
貨
業
に
從
事
せ
り
。
明
治
十
年
の
戰
役
に
は
大
阪
に
出
張
所
を
設
け
て
專
ら
軍

需
品
の
供
給
を
な
し
、二
十
七
八
年
の
役
起
る
や
陸
軍
省
經
理
局
及
被
服
廠
に
出
入
し
、

織
物
殊
に
羅
紗
を
主
と
し
て
其
他
あ
ら
ゆ
る
雜
貨
を
供
給
し
た
り
し
が
、
其
醫
務
局
の

用
達
中
衞
生
材
料
に
着
目
し
店
員
の
一
部
を
し
て
專
ら
之
が
研
究
を
な
さ
し
め
、
明
治

三
十
年
陸
軍
衞
生
材
料
廠
の
設
立
せ
ら
る
る
や
、
直
に
入
り
て
繃
帶
類
と
雜
貨
と
の
供

給
に
從
ひ
、
漸
次
醫
療
器
械
を
納
品
す
る
に
至
れ
り
。

　
　
　

▲
次
で
三
十
七
八
年
役
起
る
や
淺
草
の
山
崎
染
工
場
（
今
の
東
京
染
織
會
社
）
と
共

同
し
て
茶
褐
色
雲
齋
類
を
近
衞
、
第
一
の
兩
師
團
及
び
被
服
廠
に
納
品
し
、
雜
貨
業
者

と
し
て
は
東
京
砲
兵
工
廠
に
出
入
し
、
又
衞
生
材
料
廠
の
御
用
に
對
し
て
は
如
上
の
小

石
川
に
繃
帶
材
料
工
場
を
、
本
郷
に
醫
療
器
械
工
場
を
創
設
し
、
各
品
に
對
す
る
專
門

家
を
主
任
と
し
、
最
も
確
實
強
固
に
業
務
を
營
め
り
。
專
賣
特
許
縮
織
繃
帶
は
戰
役
後

陸
軍
衞
生
材
料
改
正
に
際
し
、
改
正
委
員
の
諸
説
を
參
照
し
て
、
店
員
宮
田
芳
三
氏
と

共
に
苦
心
發
明
し
た
る
も
の
に
し
て
、
目
下
陸
軍
藥
局
方
の
規
定
品
た
る
な
り
。

　
　
　

山
口
晋
一『
諸
官
省
用
達
商
人
名
鑑 

第
一
回
後
編
』（
山
口
晋
一
、明
治
四
四
年
三
月
）

は
国
立
国
会
図
書
館
（
東
京
本
館
）
の
み
（Y

D
M

300361

・Y
D

5-H
-94-696

）
に
収

蔵
し
て
い
る
が
、
他
の
公
立
図
書
館
及
び
全
国
の
国
公
私
立
大
学
附
属
図
書
館
に
も
所

蔵
が
確
認
出
来
な
い
稀
覯
本
で
あ
る
。
な
お
、
三
書
は
著
作
権
法
第
六
七
条
第
一
項
に
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井
上
安
兵
衛
死
去
前
後
に
お
け
る
「
井
上
紅
梅
」
と
「
井
上
商
店
」
に
つ
い
て

よ
り
文
化
庁
長
官
裁
定
を
受
け
国
立
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
も

公
開
さ
れ
て
い
る
（
裁
定
年
月
日
は
平
成
二
二
年
一
二
月
二
七
日
）。
今
回
は
本
デ
ジ

タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
使
用
し
た
。

【
十
三
】「
わ
か
草
」（『
文
庫
』
一
二
巻
一
号
、
一
八
九
九
年
四
月
）

【
十
四
】「
さ
れ
ど
云
ひ
甲
斐
な
き
多
病
の
吾
、
十
四
歳
の
春
、
父
母
は
商
業
見
習
ひ
に
と

あ
る
家
に
つ
か
は
し
給
ひ
し
が
、
熱
病
の
爲
め
半
年
な
ら
ず
し
て
か
へ
り
き
ぬ
。
十
六

歳
の
秋
、
又
も
や
學
問
を
修
め
し
め
む
と
商
業
學
校
に
入
れ
給
ひ
し
が
、
未
だ
三
年

生
に
も
至
ら
ざ
る
に
ふ
と
腦
病
に
罹
き
て
、
一
日
勉
む
れ
ば
一
日
休
み
、
筆
記
さ
へ

で
き
ざ
る
に
至
り
て
、
遂
に
校
を
退
き
つ
」
紅
梅
「
愛
宕
山
」（『
新
聲
』
一
編
四
号
、

一
八
九
九
年
四
月
）

【
十
五
】
掲
載
作
品
は
以
下
の
通
り
。
①
「
遊
猟
」『
新
聲
』
四
巻
六
号
（
一
八
九
八
年
六
月
）

②
「
鵠
が
沼
の
一
夕
」『
文
庫
』
一
〇
巻
一
号
（
一
八
九
八
年
六
月
）
③
「
鷲
が
島
の

嵐
」『
新
聲
』
五
巻
一
号
（
一
八
九
八
年
七
月
）
④
「
緑
陰
小
話
」『
文
庫
』
一
〇
巻
三

号
（
一
八
九
八
年
八
月
）
⑤
「
不
在
の
聲
」『
新
聲
』
五
巻
四
号
（
一
八
九
八
年
一
〇
月
）

⑥
「
饂
飩
売
」『
文
庫
』
一
一
巻
一
号
（
一
八
九
八
年
一
一
月
）
⑦
「
姿
見
の
浜
」『
文

庫
』
一
一
巻
五
号
（
一
八
九
九
年
二
月
）
⑧
「
忍
ぶ
艸
」『
新
聲
』
一
編
二
号
（
一
八
九
九

年
二
月
）
⑨
「
わ
か
草
」『
文
庫
』
一
二
巻
一
号
（
一
八
九
九
年
四
月
）
⑩
「
愛
宕
山
」『
新

聲
』
一
編
四
号
（
一
八
九
九
年
四
月
）
⑪
「
あ
や
め
草
」『
新
聲
』
二
編
一
号
（
一
八
九
九

年
七
月
）

【
十
六
】
三
石
善
吉
「
井
上
紅
梅
―
―
上
海
の
変
化
と
と
も
に
」（『
夜
想
』
一
二
号
、

一
九
八
四
）
一
四
五
頁
参
照
。

【
十
七
】
明
治
三
一
年
六
月
二
一
日
交
付
、
同
年
七
月
一
六
日
施
行

　
　
「
民
法
旧
条
文
」
第
９
７
５
条

　
　
　

法
定
の
家
督
相
続
人
に
付
き
左
の
事
由
あ
る
と
き
は
被
相
続
人
は
其
推
定
家
督
相
続

人
の
廃
除
を
裁
判
所
に
請
求
す
る
事
を
得

　
　
　
　
　

１　

 

被
相
続
人
に
対
し
て
虐
待
を
為
し
又
は
之
に
重
大
な
る
侮
辱
を
加
え
た
る

こ
と

　
　
　
　
　

２　

 

疾
病
其
他
身
体
又
は
精
神
の
状
況
に
因
り
家
政
を
執
る
に
堪
え
ざ
る
べ
き

こ
と

　
　
　
　
　

３　

家
名
に
汚
辱
及
ぼ
す
べ
き
罪
に
因
り
て
刑
に
処
せ
ら
れ
た
る
こ
と

　
　
　
　
　

４　

 

浪
費
者
と
し
て
準
禁
治
産
者
の
宣
告
を
受
け
改
悛
の
望
な
き
こ
と
此
他
正

当
の
事
由
あ
る
と
き
は
被
相
続
人
は
親
族
会
の
同
意
を
得
て
其
廃
除
を
請

求
す
る
こ
と
を
得

　
　
　

本
条
は
相
続
人
の
廃
除
（exhérédation,Enterbung

）
を
為
す
こ
と
を
得
る
場
合
及

び
そ
の
手
続
き
を
定
め
た
る
も
の
な
り
。
先
ず
、
新
民
法
に
お
い
て
は
推
定
家
督
相
続

人
の
権
利
は
未
だ
こ
れ
を
既
得
権
と
看
做
さ
ず
と
い
え
ど
も
、
み
だ
り
に
こ
れ
を
左
右

す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
も
の
と
し
、
一
は
以
て
相
続
人
の
権
利
を
保
護
し
一
を
以
て
家
系

の
紊
乱
を
防
が
ん
と
欲
し
た
る
も
の
な
り
。
故
に
、
そ
の
手
続
き
は
最
も
こ
れ
を
鄭
重

に
し
て
必
ず
被
相
続
人
よ
り
裁
判
所
に
請
求
す
べ
き
も
の
と
せ
り
。
尚
、
裁
判
所
に
お

い
て
も
正
当
の
事
由
に
あ
る
に
非
ざ
れ
ば
そ
の
廃
除
を
許
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
し
、

こ
こ
に
５
に
場
合
を
定
め
た
り
。

　
　

第
１　

 

推
定
家
督
相
続
人
が
被
相
続
人
に
対
し
て
虐
待
を
為
し
又
は
之
に
重
大
な
る
侮

辱
を
加
え
た
る
と
き

　
　

第
２　

 

推
定
家
督
相
続
人
が
疾
病
其
他
身
体
又
は
精
神
の
状
況
に
因
り
家
政
を
執
る
に

堪
え
ざ
る
べ
き
と
き

　
　

第
３　

 

推
定
家
督
相
続
人
が
家
名
に
汚
辱
を
及
ぼ
す
べ
き
罪
に
因
り
て
刑
に
処
せ
ら
れ

た
る
と
き

　
　

第
４　

 

推
定
家
督
相
続
人
が
浪
費
者
と
し
て
準
禁
治
産
者
の
宣
告
を
受
け
改
悛
の
望
な

き
と
き

　
　

第
５　

親
族
会
に
於
て
廃
除
の
正
当
の
事
由
あ
り
と
認
め
た
る
と
き
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こ
れ
最
も
概
括
的
に
し
て
如
何
な
る
場
合
を
も
包
含
す
る
こ
と
を
得
べ
し
と
い
え
ど

も
、
そ
の
一
例
を
示
せ
ば
家
貧
困
に
し
て
戸
主
が
そ
の
子
に
必
要
な
る
教
育
を
与
う
る

こ
と
能
わ
ざ
る
に
当
り
、
他
家
よ
り
そ
の
子
を
養
子
と
為
さ
ん
と
欲
す
る
場
合
に
お
い

て
、
そ
の
子
が
推
定
家
督
相
続
人
な
る
と
き
は
こ
れ
を
廃
除
し
た
る
後
に
非
ざ
れ
ば
他

家
の
養
子
と
為
す
こ
と
を
得
ざ
る
に
よ
り
特
に
親
族
会
の
同
意
を
得
て
そ
の
廃
除
を
請

求
す
る
場
合
の
如
き
、
即
ち
こ
れ
な
り
。
し
か
し
て
、
本
号
の
場
合
に
お
い
て
は
事
由

最
も
概
括
的
な
る
が
故
に
被
相
続
人
の
独
断
を
以
て
裁
判
所
に
請
求
す
る
こ
と
を
許
さ

ず
。
必
ず
先
ず
親
族
会
の
同
意
を
得
べ
き
も
の
と
せ
り
。
尚
、
事
由
の
正
当
な
る
や
否

や
は
裁
判
所
の
認
定
に
よ
る
べ
き
こ
と
勿
論
な
り
。

【
十
八
】
明
治
四
四
年
八
月
二
六
日
付
朝
日
新
聞
朝
刊
一
面
井
上
商
店
広
告
参
照
。

【
十
九
】
寺
田
寅
彦
日
記
明
治
三
八
年
一
月
六
日
条
「
進
氏
を
湯
嶋
天
神
町
の
仮
寓
に
訪
ひ

て
銀
坐
に
行
き
昼
食
す
」『
寺
田
寅
彦
全
集
（
一
九
）』
四
頁
参
照
。
な
お
寺
田
寅
彦
の

日
記
は
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
版
『
寺
田
寅
彦
全
集
』
を
使
用
し
た
。

【
二
十
】
紅
梅
前
掲
「
暗
殺
の
都
・
上
海
」
一
八
七
頁
参
照
。

【
二
十
一
】
寺
田
寅
彦
日
記
明
治
三
八
年
九
月
四
日
条
「
夕
方
進
ち
ゃ
ん
來
る
。
工
廠
へ
收

む
べ
き
ズ
ッ
ク
地
質
の
見
本
持
歸
り
重
量
の
換
算
な
ど
す
。
共
に
日
比
谷
へ
行
き
松
本

樓
に
て
晩
餐
す
」『
寺
田
寅
彦
全
集
（
一
九
）』
一
六
頁
参
照
。

【
二
十
二
】
寺
田
寅
彦
日
記
明
治
三
七
年
一
月
二
九
日
条
「
夜
十
時
新
橋
着
。
井
上
よ
り
進

氏
と
宮
田
氏
迎
に
來
る
。
一
泊
。」『
寺
田
寅
彦
全
集
（
一
八
）』
二
八
七
頁
参
照
。

【
二
十
三
】
寺
田
寅
彦
日
記
明
治
三
四
年
二
月
二
三
日
条
『
寺
田
寅
彦
全
集
（
一
八
）』

一
四
〇
頁
参
照
。
ま
た
寅
彦
の
随
筆
「
銀
座
ア
ル
プ
ス
」
で
も
安
兵
衛
夫
妻
を
「
主
人

主
婦
の
世
界
は
徳
川
時
代
と
そ
ん
な
に
違
わ
な
い
よ
う
に
見
え
た
。
主
婦
は
江
戸
で
生

ま
れ
で
ほ
と
ん
ど
東
京
を
知
ら
ず
、
た
だ
音
羽
の
親
類
と
お
寺
へ
年
に
一
度
行
く
く
ら

い
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
わ
が
子
の
よ
う
に
自
分
を
か
わ
い
が
っ
て
く
れ
た
」

と
紹
介
し
て
い
る
。『
寺
田
寅
彦
全
集
（
三
）』
二
七
三
頁
参
照
。

【
二
十
四
】
寺
田
寅
彦
日
記
明
治
三
八
年
一
〇
月
八
日
条
「
夜
井
上
を
訪
ふ
。
店
先
改
築
工

事
中
な
り
」『
寺
田
寅
彦
全
集
（
一
九
）』
二
二
頁
参
照
。

【
二
十
五
】
寺
田
寅
彦
日
記
明
治
三
九
年
一
月
三
日
条
「
午
後
井
上
へ
行
く
」『
寺
田
寅
彦
全

集
（
一
九
）』
二
七
頁
参
照
。

【
二
十
六
】
な
お
寺
田
寅
彦
日
記
明
治
四
一
年
一
月
七
日
条
に
は
寺
田
寅
彦
の
金
婚
祝
賀
会

が
あ
り
、
寅
彦
と
深
い
関
わ
り
の
あ
る
井
上
安
兵
衛
な
ら
出
席
す
る
方
が
自
然
と
考
え

る
。
し
か
し
、
寅
彦
の
日
記
に
あ
る
出
席
者
の
名
前
に
は
記
載
は
な
い
『
寺
田
寅
彦
全

集
（
一
九
）』
五
二
〜
五
三
頁
参
照
。

【
二
十
七
】
寺
田
寅
彦
日
記
明
治
四
一
年
二
月
二
日
条
「
午
後
井
上
へ
土
産
物
を
持
ち
行
く
。

二
階
を
改
築
し
て
体
裁
を
改
め
た
り
。洋
食
の
馳
走
に
な
る
」『
寺
田
寅
彦
全
集（
一
九
）』

六
一
頁
参
照
。

【
二
十
八
】
明
治
四
二
年
五
月
二
六
日
付
朝
日
新
聞
朝
刊
三
面
広
告
に
は
「
尾
張
町
井
上
商

店
專
賣
の
翁
ち
ぢ
み
夏
シ
ヤ
ツ
」
と
あ
る
。

【
二
十
九
】
明
治
四
五
年
年
八
月
二
三
日
付
朝
日
新
聞
朝
刊
七
面
参
照
。

【
三
十
】
読
売
新
聞
一
九
一
四
年
七
月
一
日
朝
刊
に
あ
る
井
上
商
店
の
広
告
に
は
「
ニ
セ
モ

ノ
は
裾
に
縫
い
目
あ
り
、
一
二
度
洗
え
ば
ヘ
ロ
ヘ
ロ
に
な
り
ま
す
ご
注
意
」
と
あ
る
た

め
類
似
品
も
登
場
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

【
三
十
一
】な
お
、本
広
告
の
発
売
元
が
、井
上
商
店
の「
織
物
部
」と
あ
る
点
も
留
意
し
た
い
。

『
諸
官
省
用
達
商
人
名
鑑
』
に
も
言
及
さ
れ
る
と
お
り
、
当
時
の
井
上
商
店
は
和
洋
織

物
、医
療
器
械
、繃
帯
材
料
、雑
貨
類
の
四
業
種
を
取
り
扱
っ
て
お
り
、当
然
「
織
物
部
」

以
外
の
活
動
も
当
然
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
当
時
で
も
「
井
上
商
店
」
の
商
号
は
多
く

存
在
し
、
日
刊
紙
を
確
認
し
て
も
広
告
掲
示
順
①
琉
球
泡
盛
販
売
（
東
京
京
橋
区
中
橋

泉
町
）
②
眼
鏡
双
眼
鏡
販
売
（
銀
座
二
丁
目
）
③
粕
漬
味
噌
販
売
（
京
橋
区
尾
張
町
二

番
地
）
④
ラ
ジ
オ
蓄
音
機
販
売
（
銀
座
三
丁
目
）
⑤
椿
香
油
香
水
販
売
（
日
本
橋
）
な

ど
の
井
上
商
店
が
確
認
出
来
る
。
こ
の
中
に
井
上
安
兵
衛
の
商
店
で
あ
る
か
は
証
拠
を
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井
上
安
兵
衛
死
去
前
後
に
お
け
る
「
井
上
紅
梅
」
と
「
井
上
商
店
」
に
つ
い
て

見
い
だ
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
た
だ
し
、
③
の
井
上
商
店
は
、
所
在
地
が
京
橋
区
尾
張

町
二
番
地
と
安
兵
衛
の
住
所
に
極
め
て
近
い
こ
と
と
、井
上
商
店
二
階
改
築
の
時
期（
明

治
四
一
年
）
に
改
築
披
露
大
売
出
し
の
広
告
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
存
在
だ

け
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。
朝
日
新
聞
明
治
四
一
年
九
月
二
六
日
付
朝
刊
一
面
「
井

上
商
店　

改
築
披
露
大
売
出
し　

鯛
味
噌　

鯛
で
ん
ぶ　

上
等
佃
煮
」
参
照
。

【
三
十
二
】
明
治
四
二
年
七
月
八
日
朝
日
新
聞
朝
刊
一
面
広
告
参
照
。

【
三
十
三
】
明
治
四
二
年
五
月
二
五
日
朝
日
新
聞
朝
刊
一
面
及
び
五
月
三
〇
日
一
面
広
告
参

照
。

【
三
十
四
】『
寺
田
寅
彦
全
集
（
二
五
）』
三
〇
二
〜
三
〇
三
頁
参
照
。

【
三
十
五
】
寺
田
寅
彦
日
記
大
正
七
年
五
月
一
九
日
条
「
井
上
安
兵
衞
（
舊
芳
藏
）
去

る
一
六
日
死
去
、
明
後
二
十
一
葬
儀
の
由
通
知
あ
り
」『
寺
田
寅
彦
全
集
（
二
〇
）』

一
七
五
頁
参
照
。

【
三
十
六
】
寺
田
寅
彦
日
記
明
治
四
五
年
一
月
三
日
条
「
夕
方
井
上
由
藏
改
め
安
兵
衞
年
賀

に
來
る
」『
寺
田
寅
彦
全
集
（
一
九
）』
二
五
一
頁
参
照
。

【
三
十
七
】『
諸
官
省
用
達
商
人
名
鑑
』
に
見
え
る
該
当
箇
所
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　

▲
店
主
井
上
安
兵
衞
氏
は
、
明
治
一
四
年
三
月
神
奈
川
縣
橘
樹
郡
橘
村
に
生
れ
、
同

二
七
年
井
上
商
店
に
入
る
。
其
在
店
中
店
務
の
餘
暇
早
稻
田
大
學
講
義
録
に
依
り
文
學

科
及
び
歴
史
科
を
修
め
校
外
試
驗
を
受
け
て
其
に
卒
業
せ
り
。
彼
の
日
露
の
戰
役
起
る

や
氏
は
店
務
整
理
と
し
て
店
主
を
輔
け
大
に
業
務
の
發
展
に
資
し
、
明
治
四
四
年
望
ま

れ
て
養
嗣
子
と
な
り
、
先
代
の
沒
す
る
に
及
び
襲
名
す
。
氏
は
元
の
姓
名
を
宮
田
芳
之

と
云
い
、
日
露
戰
役
後
陸
軍
衞
生
材
料
攻
（
マ
マ
）
正
に
際
し
、
改
正
委
員
の
諸
説
を

參
照
し
陸
軍
藥
方
の
規
定
品
た
る
に
至
れ
る
專
賣
特
許
縮
織
繃
帶
を
製
出
せ
り
。
氏
は

又
た
文
學
に
趣
味
を
有
し
宮
田
稜
々
の
名
を
以
て
著
述
を
な
し
た
る
は
皆
其
店
員
時
代

の
餘
暇
に
成
れ
る
も
の
也
。

【
三
十
八
】
紅
梅
前
掲
「
暗
殺
の
都
・
上
海
」
一
八
八
〜
一
九
一
頁
参
照
。

【
三
十
九
】
三
石
善
吉
「
後
藤
朝
太
郎
と
井
上
紅
梅
」（
橋
川
文
三
他
編
『
近
代
日
本
と
中
国

（
下
）』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
四
年
）

【
四
十
】
相
田
洋
『
シ
ナ
に
魅
せ
ら
れ
た
人
々
』（
研
文
出
版
、
二
〇
一
四
年
）

【
四
十
一
】
井
上
紅
梅
著
『
支
那
風
俗
（
上
巻
）』
序
文
に
「
其
の
大
部
分
は
支
那
の
五
大
道

樂
、
吃
、
喝
、
嫖
、
賭
、
戲
の
説
明
で
あ
っ
た
。
最
初
は
な
る
べ
く
汎
い
意
味
で
支
那

風
俗
を
漁
ら
う
と
思
つ
て
ゐ
た
が
、
自
分
は
知
ら
ず
知
ら
ず
そ
の
五
大
道
樂
の
方
に
引

き
付
け
ら
れ
て
ゐ
た
。
實
際
自
分
は
現
代
の
支
那
生
活
を
あ
り
の
ま
ま
に
描
寫
し
な
い

た
め
、
自
己
滅
却
の
無
感
覺
主
義
を
取
る
筈
だ
つ
た
が
、
結
果
は
甚
だ
恥
づ
る
」
と
あ

る
（『
支
那
風
俗
（
上
巻
）』
一
頁
参
照
）

【
四
十
二
】
紅
梅
『
酒
、
阿
片
、
麻
雀
』（
萬
里
閣
書
房
、
一
九
三
〇
年
）
三
九
一
頁
参
照
。

【
四
十
三
】
三
石
氏
前
掲
書
「
井
上
紅
梅

―
上
海
の
変
化
と
と
も
に
」
一
四
五
頁
参
照
。

【
四
十
四
】
寺
田
寅
彦
日
記
明
治
四
五
年
一
月
三
日
条
「
夕
方
井
上
由
藏
改
め
安
兵
衞
年
賀

に
來
る
。
進
ち
ゃ
ん
は
日
本
郵
船
の
ボ
ー
イ
を
志
望
し
た
れ
ど
も
眼
鏡
あ
る
も
の
は
採

用
せ
ず
と
て
斷
ら
れ
し
由
な
り
」『
寺
田
寅
彦
全
集
（
一
九
）』
二
五
一
頁
参
照
。

【
四
十
五
】
初
出
と
な
る
紅
梅
の
著
作
『
紅
い
土
と
緑
い
雀
』
は
稀
覯
本
で
あ
り
、
現
在
閲

覧
は
極
め
て
難
し
い
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
『
紅
い
土
と
緑
い
雀
』
の
該
当
箇
所
が

再
録
さ
れ
た
『
酒
・
阿
片
・
麻
雀
』（
万
里
閣
書
房
、
一
九
三
〇
）
か
ら
引
用
す
る
。

原
文
は
以
下
の
通
り「
東
京
は
小
石
川
水
道
橋
の
外
に
小
さ
な
支
那
そ
ば
屋
が
あ
つ
た
。

主
人
は
陳
某
と
い
ひ
日
本
婦
人
を
娶
つ
て
一
子
を
生
み
夫
婦
掛
け
向
ひ
で
暮
ら
し
て
ゐ

た
。
私
は
其
頃
支
那
料
理
屋
を
開
業
す
る
た
め
コ
ッ
ク
の
周
銓
を
陳
さ
ん
に
頼
み
、
た

び
た
び
そ
の
家
に
出
入
り
し
た
。
陳
さ
ん
は
自
分
の
家
が
不
景
氣
な
の
で
何
處
か
い
い

と
こ
ろ
へ
出
て
、
合
瓣
を
や
ら
う
と
い
ふ
話
を
持
出
し
…
…
頻
り
に
わ
た
し
を
歡
待
し

た
。
…
…
私
は
卓
袱
臺
の
前
に
坐
つ
て
、
陳
さ
ん
と
事
業
の
相
談
を
し
て
半
日
以
上
暮

ら
す
こ
と
も
あ
つ
た
。
或
日
ゴ
タ
ゴ
タ
と
四
五
人
の
男
が
這
入
つ
て
來
た
。
…
…
彼
等

は
一
寸
陳
さ
ん
に
會
釋
す
る
と
、
す
ぐ
に
入
口
の
方
に
向
い
て
ゐ
る
梯
子
段
を
上
っ
て
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第
二
十
五
号

行
っ
た
」『
酒
・
阿
片
・
麻
雀
』
三
八
九
〜
三
九
〇
頁
参
照
。

【
四
十
六
】
紅
梅
前
掲
『
酒
・
阿
片
・
麻
雀
』
三
九
一
頁
参
照
。

【
四
十
七
】
紅
梅
前
掲
「
暗
殺
の
都
・
上
海
」
一
八
七
頁
参
照
。

【
四
十
八
】
紅
梅
前
掲
「
暗
殺
の
都
・
上
海
」
一
八
八
〜
一
九
一
頁
参
照
。

【
四
十
九
】
紅
梅
前
掲
「
暗
殺
の
都
・
上
海
」
一
八
七
頁
参
照
。

【
五
十
】「
暗
殺
の
都
・
上
海
」
一
八
七
頁
で
は
紅
梅
の
兄
（
大
阪
の
兄
貴
）
ま
た
こ
の
随
筆

に
は
「
兄
貴
が
大
阪
に
ゐ
る
の
で
神
戸
で
下
船
し
、
そ
こ
に
立
寄
っ
て
一
週
間
ほ
ど
滞

在
」
と
あ
る
。

【
五
十
一
】
な
お
、
紅
梅
に
よ
る
最
初
の
上
海
出
奔
の
際
、
上
海
か
ら
の
帰
り
の
旅
費
は
立

て
替
え
た
知
人
が
井
上
商
店
に
支
払
い
の
請
求
に
来
た
が
、
こ
の
代
金
を
支
払
っ
た
の

は
、
こ
の
年
に
井
上
安
兵
衛
を
襲
名
し
た
宮
田
芳
三
で
は
な
く
、
養
母
の
井
上
さ
と
で

あ
っ
た
。
ま
た
最
初
の
上
海
ま
で
の
旅
費
の
往
路
と
再
度
の
上
海
行
き
の
際
に
旅
費
を

工
面
し
た
の
も
養
母
で
あ
り
、
宮
田
芳
三
は
一
切
関
知
し
て
い
な
い
。
こ
の
点
も
井
上

商
店
と
紅
梅
の
確
執
を
示
す
一
端
と
言
え
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
な
お
、
先
代
井
上
安

兵
衛
亡
き
後
、
井
上
商
店
に
残
る
唯
一
の
紅
梅
の
理
解
者
で
あ
っ
た
井
上
さ
と
も
大
正

四
年
一
一
月
に
逝
去
し
て
い
る
。（『
寺
田
寅
彦
日
記
大
正
四
年
一
一
月
二
四
日
条
「
井

上
安
兵
衞
未
亡
人
昨
夜
死
去
の
報
あ
り
、早
速
見
舞
に
行
く
。
香
奠
五
圓
差
出
す
」（『
寺

田
寅
彦
全
集
二
〇
巻
、
三
五
頁
参
照
）

【
五
十
二
】
紅
梅
前
掲
「
暗
殺
の
都
・
上
海
」
一
八
七
頁
参
照
。

【
五
十
三
】
紅
梅
前
掲
「
暗
殺
の
都
・
上
海
」
一
八
七
頁
参
照
。

【
五
十
四
】
三
石
氏
前
掲
書
「
後
藤
朝
太
郎
と
井
上
紅
梅
」
三
六
〜
三
七
頁
参
照
。

【
五
十
五
】
余
穀
民
は
、
早
稲
田
大
学
出
身
で
後
に
有
力
紙
晶
報
の
社
長
や
、
中
華
連
合
通

信
社
の
創
設
者
を
歴
任
し
た
中
華
民
国
維
新
政
府
の
要
人
で
あ
る
。
彼
が
紅
梅
と
面
識

を
得
た
当
時
は
、
新
聞
報
の
記
者
や
神
州
日
報
の
編
集
長
で
あ
っ
た
た
め
、
相
互
に
記

事
の
情
報
を
交
換
す
る
間
柄
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
両
者
は
次
第
に
懇
意
と
な
り
、
毎

晩
神
州
日
報
館
で
落
ち
合
い
、
余
穀
民
を
は
じ
め
、
張
春
帆
、
包
天
笑
、
馬
二
先
生
、

銭
介
塵
、
丹
翁
な
ど
の
新
聞
記
者
や
小
説
家
な
ど
と
三
馬
路
の
青
楼
を
巡
り
、「
支
那

の
遊
芸
や
風
俗
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
貴
重
な
る
教
え
を
受
け
た
」
と
い
う
。
ま
た
こ
の

交
遊
の
中
で
余
穀
民
が
語
っ
た
婚
礼
を
子
細
に
書
き
取
り
、
後
日
「
支
那
風
俗
」
に
掲

載
し
た
と
紅
梅
自
身
が
明
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
紅
梅
一
個
人
に
よ
る
遊
興
の
見

聞
で
は
な
く
、
か
か
る
余
穀
民
を
中
心
と
し
た
新
聞
関
係
者
や
小
説
家
と
の
密
接
な
交

流
が
、
風
俗
研
究
を
志
す
発
端
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

【
五
十
六
】
紅
梅
前
掲
「
暗
殺
の
都
・
上
海
」
一
八
八
〜
一
八
九
頁
参
照
。

【
五
十
七
】
拙
稿
「
井
上
紅
梅
の
研
究

―
彼
の
生
涯
と
受
容
史
か
ら
見
た
そ
の
業
績
を
中

心
と
し
て

―
」『
小
説
・
芸
能
か
ら
見
た
海
域
交
流
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）

参
照
。

【
五
十
八
】
紅
梅
前
掲
「
暗
殺
の
都
・
上
海
」
一
八
七
頁
参
照
。

【
五
十
九
】「
邦
人
の
人
口
二
萬
人
の
と
こ
ろ
へ
、
二
つ
も
新
聞
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
購
讀
料

の
收
入
な
ど
は
多
寡
の
知
れ
た
も
の
で
、
經
營
の
維
持
は
殆
ど
廣
告
料
に
よ
ら
な
け
れ

ば
ら
な
ら
ぬ
。
新
聞
記
事
も
政
治
經
濟
方
面
は
殆
ど
支
那
紙
、外
字
紙
の
飜
譯
で
、ル
ー

タ
ー
も
外
字
の
夕
刊
か
ら
飜
譯
し
て
無
料
で
使
っ
て
ゐ
た
」
紅
梅
前
掲
「
暗
殺
の
都
・

上
海
」
一
八
七
頁
参
照
。

【
六
十
】「
銀
行
の
使
ひ
込
み
事
件
を
書
い
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
銀
行
で
は
大
い
に
怒
つ
て
、

も
う
君
の
新
聞
に
は
廣
告
を
出
さ
ぬ
と
い
つ
た
。
そ
こ
で
社
長
か
ら
散
々
怒
鳴
ら
れ
た

覺
え
が
あ
る
。
ま
こ
と
に
意
氣
地
の
な
い
腰
拔
け
新
聞
で
お
話
に
な
ら
ぬ
」
紅
梅
前
掲

「
暗
殺
の
都
・
上
海
」
一
八
八
頁
参
照
。

【
六
十
一
】
紅
梅
前
掲
「
暗
殺
の
都
・
上
海
」
一
八
八
頁
参
照
。

【
六
十
二
】
紅
梅
前
掲
「
暗
殺
の
都
・
上
海
」
一
八
八
頁
参
照
。

【
六
十
三
】
大
正
三
年
七
月
一
日
読
売
新
聞
朝
刊
三
面
井
上
商
店
広
告
参
照
。

【
六
十
四
】
し
か
し
養
父
の
死
後
紅
梅
は
河
内
の
佛
寺
に
一
時
出
家
し
、
就
職
先
を
求
め
て



（22）97

井
上
安
兵
衛
死
去
前
後
に
お
け
る
「
井
上
紅
梅
」
と
「
井
上
商
店
」
に
つ
い
て

上
海
に
渡
航
、
一
時
帰
国
の
後
香
港
・
南
洋
へ
渡
航
し
、
杭
州
の
薬
剤
商
に
寄
寓
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
宮
田
芳
三
が
語
っ
た
時
点
で
は
既
に
国
外
に
渡
航
し
て
い
た
可
能
が

高
い
。
紅
梅
前
掲
「
暗
殺
の
都
・
上
海
」
一
八
七
頁
参
照
。

【
六
十
五
】『
寺
田
寅
彦
全
集
（
一
九
）』
二
六
一
頁
参
照
。

【
六
十
六
】『
寺
田
寅
彦
全
集
（
一
九
）』
三
一
四
頁
参
照
。

【
六
十
七
】
寺
田
寅
彦
日
記
大
正
三
年
一
〇
月
一
五
日
条
「
寛
子
井
上
へ
五
つ
の
祝
と
し
て

反
物
持
參
す
。
芳
藏
は
肺
疾
に
て
月
嶋
海
岸
病
院
に
入
院
中
の
由
な
り
。
嫁
は
ヒ
ス
テ

リ
ー
症
ら
し
く
里
に
て
養
生
中
の
由
」（『
寺
田
寅
彦
全
集
（
一
九
）』）
三
一
四
頁
参
照
。

【
六
十
八
】
寺
田
寅
彦
日
記
大
正
四
年
一
一
月
二
四
日
条
（『
寺
田
寅
彦
全
集
（
二
〇
）』）

三
五
頁
参
照
。

【
六
十
九
】
寺
田
寅
彦
日
記
大
正
七
年
五
月
一
九
日
条
「
井
上
安
兵
衞
（
舊
芳
藏
）
去
る

一
六
日
死
去
、
明
後
二
十
一
葬
儀
の
由
通
知
あ
り
」（『
寺
田
寅
彦
全
集
（
二
〇
）』）

一
七
五
頁
参
照
。

【
七
十
】
寺
田
寅
彦
の
日
記
に
よ
る
と
、
七
年
後
の
大
正
七
年
五
月
一
六
日
死
去
と
あ
る
。

そ
の
後
の
井
上
商
店
に
つ
い
て
は
記
録
が
少
な
く
、
昭
和
八
年
二
月
時
点
で
の
寺
田
寅

彦
の
回
想
に
「
第
二
の
故
郷
の
一
つ
で
あ
っ
た
Ｉ
の
家
は
と
う
の
昔
に
一
家
離
散
し
て

し
ま
っ
た
」
と
あ
る
の
で
、
恐
ら
く
は
二
代
目
井
上
安
兵
衛
死
去
の
後
、
そ
れ
ほ
ど
時

期
を
置
か
ず
に
井
上
家
は
離
散
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る（
寺
田
氏
前
掲「
銀

座
ア
ル
プ
ス
」）
二
七
八
頁
参
照
。

【
七
十
一
】
紅
梅
前
掲
「
暗
殺
の
都
・
上
海
」
一
八
七
頁
参
照
。

【
七
十
二
】
三
石
前
掲
「
井
上
紅
梅

―
上
海
の
変
化
と
と
も
に
」
一
四
五
頁
参
照
。

【
七
十
三
】『
寺
田
寅
彦
全
集
（
二
〇
）』
一
七
五
頁
参
照
。

【
七
十
四
】
拙
稿
「
井
上
紅
梅
の
養
家
と
宮
田
芳
三
に
つ
い
て

―
井
上
紅
梅
に
関
す
る
事

跡
研
究
の
一
環
と
し
て
」『
国
際
文
化
研
究
科
論
集
』（
二
一
号
、
二
〇
一
三
年
）

【
七
十
五
】
寅
彦
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
宮
田
芳
三
の
死
去
を
記
し
た
寅
彦
も
芳
三
の
葬
儀
に

は
参
列
し
て
い
な
い
。

【
七
十
六
】『
寺
田
寅
彦
全
集
（
一
九
）』
三
一
四
頁
参
照
。

【
七
十
七
】
な
お
相
田
洋
氏
は
「
紅
梅
が
結
婚
式
を
あ
げ
て
い
た
な
ら
寅
彦
も
招
か
れ
て
、

寅
彦
日
記
に
も
記
載
が
あ
る
筈
で
あ
る
」（
相
田
洋
『
シ
ナ
に
魅
せ
ら
れ
た
人
々
』
研

文
出
版
、
一
七
二
頁
参
照
）
と
あ
る
が
、
前
述
の
通
り
寅
彦
は
明
治
四
二
年
三
月
二
九

日
か
ら
四
四
年
六
月
二
二
日
ま
で
ド
イ
ツ
留
学
の
た
め
日
本
を
不
在
に
し
て
い
た
点
を

見
落
と
し
て
い
る
。
な
お
、
ド
イ
ツ
か
ら
投
函
さ
れ
た
寅
彦
の
書
簡
に
つ
い
て
は
、
多

数
が
確
認
出
来
る
が
、
井
上
商
店
に
よ
る
寅
彦
の
生
活
費
の
送
金
に
関
す
る
言
及
が
あ

る
も
の
は
、
①
明
治
四
三
年
一
一
月
一
五
日
付
寺
田
寅
彦
寺
田
利
正
宛
葉
書
（『
寺
田

寅
彦
全
集
（
二
五
）』
一
七
五
頁
）、
②
同
年
一
一
月
二
八
日
付
寺
田
寅
彦
寺
田
利
正
宛

葉
書
（『
寺
田
寅
彦
全
集
（
二
五
）』
一
七
九
頁
）、
③
明
治
四
三
年
六
月
二
一
日
付
寺

田
寅
彦
寺
田
利
正
宛
書
簡
（『
寺
田
寅
彦
全
集
（
二
五
）』
二
三
一
頁
）、
④
同
年
八
月

一
六
日
付
寺
田
寅
彦
寺
田
利
正
宛
葉
書
（『
寺
田
寅
彦
全
集
（
二
五
）』
二
三
六
頁
）、

⑤
明
治
四
四
年
一
月
一
日
付
寺
田
寅
彦
寺
田
利
正
宛
書
簡
（『
寺
田
寅
彦
全
集
（
二
五
）』

二
八
二
頁
）、
⑥
同
年
五
月
七
日
付
寺
田
寅
彦
寺
田
利
正
宛
葉
書
（『
寺
田
寅
彦
全
集

（
二
五
）』
二
九
九
頁
）
に
は
、
ド
イ
ツ
の
寺
田
寅
彦
に
井
上
商
店
か
ら
生
活
費
の
送
金

が
行
わ
れ
て
い
た
記
録
が
見
え
る
。
し
か
し
明
治
四
四
年
六
月
二
三
日
付
寺
田
寅
彦
寺

田
利
正
宛
葉
書
に
も
横
浜
港
に
到
着
し
、
出
迎
え
た
宮
田
芳
三
に
面
会
し
て
井
上
安
兵

衛
の
入
院
を
初
め
て
知
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
も
、
送
金
は
行
わ
れ
た
も
の
の
、
井
上
商
店

や
紅
梅
に
関
す
る
情
報
は
受
け
取
っ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
『
寺
田
寅
彦
全
集

（
二
五
）』
三
〇
二
〜
三
〇
三
頁
参
照
。


